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昭和34年木次駅構内の様子

つながろう木次線
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木
次
線
の
未
来
を
み
ん
な
で

考
え
よ
う
！
意
見
交
換
会

　
木
次
線

に
携
わ
る

地
域
団
体

や
駅
舎
管

理
団
体
約

60
人
が
集

ま
り
、
団

体
間
の
顔

合
わ
せ
や

今
年
の
取

り
組
み
内

■ 

予 

告 

■

　木
次
線
全
線
開
通
80
周
年
記
念
事
業

取
組
発
表
会

　
日
時
：
平
成
30
年
２
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
か
ら

　
場
所
：
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー
ル
）

　

内
容
：
木
次
線
沿
線
団
体
の
取
組
発
表

な
ど

鉄
道
写
真
塾

　
鉄
道
写
真
家
の
中な
か

井い

精せ
い

也や

さ
ん
を
招
い

た
写
真
塾
を
雲
南
市
、
奥
出
雲
町
で
開
催

　

昭
和
12
年
12
月
12
日
、
宍
道
駅
か
ら
備
後

落
合
駅
間
の
木
次
線
全
線
81・
９
㎞
が
鉄
道
で
結
ば
れ
、

今
年
は
80
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
今
年
３
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
米

子
支
社
木
次
鉄
道
部
を
は
じ
め
島
根
県
、
沿
線
の
商
工

会
、
観
光
協
会
、
自
治
体
で
構
成
す
る
「
木
次
線
全
線

開
通
80
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
記
念
事
業
と
し
て
実
施
し
て
き
た
取

り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

つ
な
が
ろ
う
木
次
線

容
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
情
報

を
共
有
し
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
、「
つ
な
が
ろ
う
木
次
線
」
を
テ
ー

マ
に
決
定
し
ま
し
た
。

 

木
次
線
の
未
来
を
考
え
よ
う
！

取
り
組
み
中
間
発
表
会

　
今
年
度
各
団
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
状

況
を
確
認
し
た
ほ
か
、
80
周
年
記
念
事
業

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
田た

中な
か

輝て
る

美み

さ
ん
か
ら
の

助
言
を
受
け
な
が
ら
最
終
発
表
会
に
向

け
、参
加
し
た
約
50
人
が
議
論
し
ま
し
た
。

６月21日

９月20日

８月19日
　・20日

し
ま
し
た
。

　
木
次
線
の
魅
力
を
写
真
で
伝
え
る
た

め
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
コ

ン
テ
ス
ト
の
応
募
作
品
の
講
評
・
発
表
会

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
：
12
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
14
時
か
ら

　
場
所
：
雲
南
市
役
所

木
次
線
と
観
光
列
車
の
未
来
を

考
え
る
と
題
し
た
講
演
会

　
鉄
道
ラ
イ
タ
ー
の
土つ

ち

屋や

武た
け

之ゆ
き
さ
ん
を
招
い

て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
全
国
の
観
光
列
車
の
事
例
を
交
え
て
の

講
演
会
に
は
、
沿
線
の
行
政
関
係
者
や
地

域
住
民
ら
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
土
屋
さ
ん
は
、「
木
次
線
沿
線
に
は
、

全
国
に
誇
れ
る
モ
ノ
が
数
多
く
あ
る
。
地

域
力
を
結
集
し
た
列
車
活
用
が
必
要
で
あ

る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

C56107号　走行風景

雲州そろばん伝統産業会館（奥出雲町）

宍道公民館（松江市）での田中さんの講演

雲南市役所での土屋さんの講演

11月２日
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木
次
線
ブ
ッ
ク
の
制
作

　
現
在
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
田
中
さ
ん
や

島
根
大
学
生
ら
が
年
間
通
し
て
、
取
材
し

編
集
し
た
木
次
線
ブ
ッ
ク
を
制
作
し
て
い

ま
す
。
木
次
線
の
魅
力
を
発
信
・
再
発
見

す
る
こ
の
書
籍
は
、
２
月
11
日
の
最
終
発

表
会
で
お
披
露
目
し
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ン

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
雲
南
市
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
協
会
（
会
長 

足あ

立だ
ち

昭し
ょ
う

二じ

さ
ん
）
主

催
に
よ
る
、健
康
づ
く
り
と
併
せ
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
列
車
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
26
日
に
は
、
会
員
ら
41
人
が
木
次

駅
か
ら
ト
ロ
ッ
コ
列
車
「
奥
出
雲
お
ろ
ち

号
」
に
乗
り
、
三
井
野
原
駅
ま
で
行
き
、

坂
根
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
道
の
り
を

紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
金
言
寺
を
経
由
し
て

 助成事業一覧 平成29年11月2日現在
助 成 団 体 事　業　名

出雲大東駅駅舎管理団体「つむぎ」 第１回大東ほたる祭り

雲南市蒸気機関車C56108保存会 木次線想い出写真集制作

「地域創造型サロン 落合みらい」 備後落合駅舎および駅周辺美化活動

金
かな

山
やま

要
よう

害
がい

山
ざん

保存会 南宍道駅周辺 金山要害山の知名度・安全度向上事業

出雲三成駅管理者「（株）奥出雲振興」 プラットフォームを花いっぱいにしよう

加茂まちづくり協議会 かもなか駅まつり

雲南市ウォーキング協会 「乗って守る木次線・歩いて守る自分の健康」事業

地域自主組織下熊谷ふれあい会 下熊谷ふれあい文化祭 木次線資料展示など

木次線お座敷音楽列車実行委員会 お座敷音楽列車運行

西日本鉄道ＯＢ会木次支部 木次線思い出文集発行および鉄道展示会

花ももステーション 下久野駅　秋のイベント

日登駅を偲ぶ会 日が登る駅オリジナル作品制作（日登駅）

劇団ハタチ族 劇団ハタチ族の、演劇カーニバル 2018

チェリヴァホール J
ジ ョ ン
ohn J

ジ ョ ン
ohn F

フェスティバル
estival C

ク リ ス マ ス
hristmas L

ライブ
ive w

ウィズ
ith K

キ ス キ
isuki L

ライン
ine

サンカクカフェK
ケイ

M
エム

S
エス

プロジェクト 小さな駅の小さなフォトコンテスト（加茂中駅）

実施中実施中

出
雲
三
成
駅
か
ら
再
び
列
車
で
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
で
は
今
後
も
「
木

次
線
と
自
分
の
健
康
を
守
ろ
う
」
を
合
言

葉
に
、「
列
車
＆
ウ
ォ
ー
ク
」
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

Ｐ
Ｒ
動
画
の
制
作

　
木
次
線
の
魅
力
を
紹
介
す
る
参
加
型
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
制
作
し
、
情
報

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
雲
南
夢
ネ
ッ
ト
で
の
放
映
の
ほ
か
、

木
次
線
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

kisuki-line.jp/

）
で
公
開
中
で
す
。

三井野原でのウォーキングの様子

  

市
民
団
体
の
皆
さ
ん
に
も
木
次
線
活
性
化
事
業
等
助
成
金
を
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

　
木
次
線
や
駅
舎
等
の
鉄
道
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、沿
線
住
民
組
織
や
駅

舎
管
理
団
体
等
が
自
ら
主
体
的
に
企
画
、実
施
す
る
次
の
地
域
活
性
化
事
業

に
対
し
て
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

プロモーションビデオ撮影後の記念写真

  

こ
れ
か
ら
の
木
次
線

　
雲
南
地
域
の
重
要
な
公
共
交
通
機
関
、
地
域
で
唯
一
の

鉄
道
と
し
て
多
く
の
人
々
や
物
資
輸
送
を
し
て
き
ま
し

た
。

　
歴
史
の
歩
み
の
中
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
情
景

や
駅
舎
な
ど
の
鉄
道
資
源
。
全
線
開
通
80
周
年
を
契
機
に
、

こ
れ
ら
を
さ
ら
に
生
か
し
新
た
な
地
域
活
性
化
に
向
け
て

の
可
能
性
を
探
る
と
と
も
に
、
木
次
線
で
つ
な
が
る
輪
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

実施中



うんなん日和
まちの話題を
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　スペシャルオリンピックス日本・広島設立20周年記念全国陸上競技会がみよし運動公園陸上
競技場（広島県三次市）で開催され、市内で活動する６人のアスリートが参加しました。

大会結果は次のとおりです

スペシャルオリンピックス日本・島根
全国陸上競技会へ出場しました!!

７

10/ ７
土

　「ザ・トランペットコンサート雲南公演」が加茂文
化ホール ラメールで開催されました。本公演は、株式
会社キラキラ雲南が、島根県公立文化施設ネットワー
ク事業として、島根県芸術文化センターグラントワを

はじめとする県内
４施設との共同で
実施しました。
　国内外で活躍す
るトランペッター
10人が集まり、独

一流のトランペッターと
市民が共演しました！

自のアレンジで、交響曲からピアノ
曲、吹奏楽曲等を演奏しました。さま
ざまな音の高さのトランペットを操る技術の高さ、音
色を自由自在に変える表現の豊かさ等、来場者はトラ
ンペットの魅力を堪能しました。
　また、雲南市内外の小中高生・一般のトランペット
愛好家46人が、当日クリニックを受講し、公演内で同
じ舞台に上がりました。「アイーダ」の “ 凱旋行進曲 ”
を出演者10人と共演し、客席から温かな拍手が送られ
ました。▲出演者と市民の共演の様子

新
しん

川
かわ

麻
ま

未
み

さん　100m走（金メダル）
　　　　　　　テニスボール（金メダル）
松
まつ

田
だ

　智
さとる

さん　5,000m走（銀メダル）
　　　　　　　ソフトボール（金メダル）
中
なか

村
むら

伸
のぶ

明
あき

さん　100m走（銀メダル）
　　　　　　　テニスボール（金メダル）
藤
ふじ

原
はら

　巧
たくみ

さん　100m走（金メダル）
　　　　　　　テニスボール（銅メダル）
松
まつ

田
だ

優
ゆう

介
すけ

さん　100m走（５位）
　　　　　　　テニスボール（金メダル）
木
き

村
むら

俊
とし

文
ふみ

さん　100m走（銅メダル）
　　　　　　　テニスボール（銀メダル）

400mリレー
　第 1 走者　木村俊文さん　第 2 走者　中村伸明さん
　第 3 走者　松田優介さん　第 4 走者　松田　智さん
　補　　員　新川麻未さん

　記　録：１分５秒38（銀メダル）

スペシャルオリンピックス（Ｓ
エス
Ｏ
オー
）とは

　知的障がいのある方の自立と社会参加をめざし、日常的なスポーツプログラムとその成果発表の場で
ある競技会を提供する国際的なスポーツ組織です。なお、ＳＯ日本・島根の事務局は加茂文化ホール ラメー
ル内に設置しています。

▲参加したアスリートの皆さん

10/７

～

10/９
土

月

うんなん日和
まちの話題を

紹介します

雲子ちゃん
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　第５回ＵＮＮＡＮリーグが大東公園体育館多目的広
場サッカー場で開催されました。
　このリーグは、雲南市体育協会サッカー部と株式会

社キラキラ雲南が協
力 し、 青 壮 年 層 の
サッカー活動をサ
ポートすることに焦
点を置き、サッカー
を続けたい 20代か
ら40代のサッカー愛

雲南市独自８人制社会人サッカー
ＵＮＮＡＮリーグ

９/８
～

10/13
金

金

好家が定期的に活動できる機会と場所
を提供するとともに、雲南市のサッ
カーの普及と多文化の交流し、体力向上と雲南市のス
ポーツ活性化に繋がることを目的として実施されてい
ます。

大会結果は次のとおりです
優　勝　F

エフシー

C 雲南（雲南市）
準優勝　L

レ

e S
シ ン ジ

HINJI（松江市）
３　位　FC ファルカン（雲南市）

unnan

▲優勝したFC雲南の皆さん

10/13
金

　平成29年度雲南市総合社会福祉大会を木次経済文化
会館チェリヴァホールで、地域自主組織や民生児童委
員協議会など社会福祉関係者らが参加し開催しました。
　第一部では、今年度100歳を迎えられる方々へ国から
の祝状と記念品、101歳を迎えられる方々へ雲南市から
祝詞と記念品、地域福祉の充実に長年貢献された方々

雲南市総合社会福祉大会
へ雲南市社会福祉協議会から表彰およ
び感謝状がそれぞれ贈られました。
　第二部では、立教セカンドステージ大学 教員で社
会貢献活動支援サポートセンター 副代表の 坪

つぼ

野
の

谷
や

雅
まさ

之
ゆき

さんによる「アクティブシニアが支えるまちづくり」
と題した講演が行われました。

▲講演をする坪野谷さん ▲内閣総理大臣祝状伝達の様子

　10月11日（水）～13日（金）の３日間、『夢』発見
ウィークを開催しました。今年は、市内175事業所で、
中学３年生326人が「働くこと」、「生きること」につ
いて実体験を通して学びました。

〈生徒の感想〉
　「仕事の良さや大変さ、
大切さを学んで、早く働
きたいと強く思うように
なりました。将来、自分
の良さなどをいかした仕
事ができるといいです。仕事についてもっと知りたい
と思うようになりました。いろいろな職業を調べて、
自分にあった仕事を見つけたいと思います」

将来をイメージする『夢』発見ウィーク
（中学3年生職場体験学習）

〈事業所の感想〉
　「大変真面目に取り組んでいて、好
感が持てました。次に何をしたらいいのか気をつけて
くれたところは、中学生なのに感心しました。礼儀正
しく、きちんとしていました」

　この体験学習を通して、中学生は多くのことを感じ、
学び、実践しました。そして将来の自分を想像し、こ
れから自分が何をすべきかを考えました。
　このまちに生まれ育ち、暮らして、働くことに “ 幸
運なんです。雲南です。” と思ってほしいと願ってい
ます。

▲職場体験をする生徒

10/11

～

10/13
水

金
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▲横田高校吹奏楽部の演奏

10/15
日

　さくらおろち湖祭り2017をさくらおろち湖ボート競
技施設駐車場周辺で開催し、あいにくの雨模様でした
が多くの来場者でにぎわいました。
　オープニングは、横田高校吹奏楽部の演奏で盛り上
げていただき、Y

ユー

u-G
ガ ク

aku加茂スポーツクラブのヒップ
ホップダンスによるステージや流域のゆるキャラも登

さくらおろち湖祭り2017

▲ミニサンライズ試乗の様子

　愛育班員同士の交流により愛育班活動を活性化させ
るため、恩

おん

賜
し

財団母子愛育会の主催により、岡山県、
島根県内の愛育班員など36人が参加した中国ブロック
研修会が雲南市で開催されました。
　母子愛育会の山

やま

田
だ

邦
くに

子
こ

さんの講演や、各愛育班の活
動発表、田舎料理「かやぶき」での昼食交流会や意見
交換会が行われました。日登愛育班は昭和53年に創設
され、活動は40年目を迎えようとしています。日登地
区の小川上自治会、東大谷自治会では愛育班員によ
り自治会全戸に声掛け・見守り・訪問活動、健康づ

10/16
月

愛
あい

育
いく

班員・育成者ブロック研修会
（中国ブロック）

▲参加者の集合写真

くりに関する学習会など、地域ぐ
るみの取り組
みを行ってい
ます。参加者
からは「これ
からも活動を
続けていきた
い」などの意
気込みが寄せ
られました。

▲愛育班活動の様子を紹介しました

場。仁多乃炎太鼓、槻之屋神楽保持
者会などのほかミニサンライズ展示
試乗・テント村で来場者は楽しみました。
　また、第 3回さくらおろち湖フォトコンテストの表
彰式もあり、会場で優秀作品の展示も行われました。

愛育班とは
　子どもたちが健やか
に生まれ育ち、病気・
障がいがあっても、高
齢になっても、住み慣
れた地域で安心して暮
らしていくことを目的
とした組織です。
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　島根県が施工した狩山地区急傾斜地崩壊対策事業（大
東町下佐世地内）の竣工式が、狩山急傾斜地協議会（会
長　錦

にしこり

織一
かず

夫
お

さん）の主催により開催されました。
　狩山地区は山腹を背にした個人住宅が８戸と公営住
宅「グランデだいとう04」があり、近年の豪雨発生件
数の増加や裏山の荒廃により危険度が増してきている
ことから、平成21年に要望、平成23年度に事業着手し、
今年７月末に完成しました。

狩山地区急傾斜地崩壊対策事業竣工式10/17
火

　雲南市民生児童委員協議会（会長 朝
あさ

日
ひ

照
てる

男
お

さん）
の主催による「全員研修会」が、木次経済文化会館チェ
リヴァホールで開催され、125人の委員が参加しまし
た。
　制度創設100周年を迎える今年は、「このまちととも
に 次の100年へ」を合言葉に、地域の福祉の「身近な
相談窓口」として研鑽に励んでいます。
　研修会では速水市長が「雲南市における地域医療の

このまちとともに 次の100年へ
民生委員・児童委員全員研修会

10/20
金

▲記念講演を行う速水市長 ▲あいさつをする朝日会長

充実に向けた取り組み」と題して
記念講演を行い、これからの雲南
市を支える地域医療と福祉の連携施策を学び合いまし
た。
　また、100年の歩みをＤＶＤ映画で振り返り、全員
で「民生音頭」に合わせた踊りを行い、先人の偉業を
受け継いだ、次の100年への活動を踏み出す第一歩に
思いを新たにしました。

　地元組織を代表して錦織会長は「この地域に安心し
て住み続けられるようになった。県、市および施工業
者のご尽力に感謝している」と謝辞を述べられました。
　市では砂防・急傾斜地崩壊対策などの社会資本整備
の推進と併せて、ハザードマップなどにより危険箇所
を市民にお知らせし、地域自主組織を中心とした自主
防災の取り組みや防災意識の向上と避難体制の確保な
ど地域と連携して防災対策に努めていきます。

▲狩山地区の遠景▲あいさつをする錦織会長
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　マイクロスーパー「かもマート」が雲南市商工会加
茂支部内にオープンし、オープニング記念式典が行わ
れました。
　この「かもマート」は、加茂町の商工業者でつく
る加茂町商工業振興協議会（会長 青

あお

木
き

隆
たか

史
し

さん）が、
まちなかの活性化と交流の場の創出を目的に支所の一
部を改修・活用して、同協議会会員有志で設立した株
式会社パティフプラス（Ｐ

ピー

Ｔ
ティー

Ｆ
エフ

＋
プラス

）が運営します。

マイクロスーパー「かもマート」オープン10/24
火

▲オープニング記念式典の様子 ▲オープン後の店内の様子

　「かもマート」は、地域の子ども
からお年寄りまで気軽に買い物をし
ていただきながら地域の交流の場としての機能を備え
たスーパーマーケットとなるとともに、消費の地域外
流出を食い止める役割も担います。また、地域自主組
織加茂まちづくり協議会と協力し、暮らしの困りごと
相談も応じることとしています。

　平成29年度音訳ボランティア研修会が雲南市社会福
祉協議会の主催により三刀屋健康福祉センターで開催
されました。
　市内には「さくらの会」（大東町）、「ひばりの会」（加
茂町）、「ともしび会」（木次町）、「こだまの会」（三刀屋
町）、「こもれび」（吉田町）、「ほほえみ」（掛合町）の音
訳・朗読ボランティア６団体があり、市報うんなんをＣ
Ｄなどに吹き込み、視覚に障がいのある方などに提供し
ておられます。
　研修会には各団体から約20人が参加され、また今年
は日ごろ社協だよりを音訳されている三刀屋高校放送

音訳ボランティア研修会10/28
土

部の生徒も参加されました。
　講師に島根ライトハウスライブ
ラリー音訳ボランティア講座の講師を務める新

しん

宮
ぐう

昭
あき

道
みち

さんを招き、「聞き取りやすい音訳にするために P
パ ー ト

art
Ⅲ
スリー

」と題して、音訳の基本を中心に講義・演習が行わ
れ、演習では参加者は例題を読み、新宮さんからアド
バイスを受けました。
　また、研修後には茶話会も行われ、世代を超えて日
ごろの音訳ボランティア活動などについて意見交換を
行いました。

▲研修会の様子▲講義をする新宮さん
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　大東町山王寺の日本棚田百選に認定されている「山
王寺本郷棚田」で、「棚田祭り」と「たんぼの学校～
収穫祭コース～」が開催されました。
　当日は台風22号の接近により、雨の降る荒れた天気と
なりましたが、山王寺本郷神楽の上演や、餅つき、地元

で収穫された野菜
販売、新米のごは
んと田舎汁の販売
等が行われ、来場
者はそれぞれ祭り
を楽しみました。
　午後からの「た
んぼの学校～収穫

山王寺本郷棚田祭り
たんぼの学校～収穫祭コース～

10/29
日

祭コース～」では、さつま芋掘り
が行われ、春に植え付けた苗が大
きく育ち、参加した子どもからは芋を掘り上げる度に、
大きな歓声があがっていました。芋掘り終了後の閉会式
では、本年度の「たんぼの学校」の卒業証書の交付と
ともに２kgの棚田舞（米）が贈られました。
　地元では地域活性化や棚田の保全を目的に、来年度
も引続き活動を続けられる予定です。

＜平成29年度たんぼの学校＞
　５月28日（日）　田植えコース
　９月24日（日）　稲刈りコース
　10月29日（日）　収穫祭コース▲さつま芋掘りの様子

　株式会社ゼンリンと雲南市による災害時における地
図製品等の供給等に関する協定書締結式を雲南市役所
で行いました。
　株式会社ゼンリンでは、近年数多くの自然災害が国
内で発生し、平時から各種地図を自治体に提供するこ
とで、災害発生時の対応をスムーズにし、防災・減災
につなげることを目的とした災害時支援協定締結によ
る自治体支援を行っておられます。
　市としても、災害発生時において場所の特定や周辺
状況の確認は必要不可欠であり、本協定締結により即
時即応の災害時体制を整えることで、市民の安全安心
につなげたいとの思いから、この度、災害時支援協定
締結となりました。
　なお、この協定締結に基づく支援としてゼンリンから
市へ「住宅地図」、「広域図」、住宅地図インターネット

災害時における地図製品等の
供給等に関する協定書締結式

11/２
木

配信サービス『Z
ゼットネット

NET T
タ ウ ン

OWN』を利
用するための「ID」が無償貸与され、
市の要請により最新の地図製品等の供給を受けること
ができます。
　これにより災害発
生時や発生の恐れが
ある場合に最新の地
図情報を直ちに利用
することができ、災害
対策業務に有効活用
することで市民の皆
さんの財産・生命を守
ることにつなげてい
くことができます。

協定書

▲協定を締結した㈱ゼンリン中国エ
リア統括部 宮

みや
岡
おか

宏
ひろ

典
のぶ

部長（写真
右）、㈱ゼンリン山陰 西

にし
村
むら

 晃
あきら

代
表取締役（写真左）と速水市長

　斐伊川流域荒廃林等再生事業「斐伊川流域住民交流
会 in 雲南市」を掛合町波多地区で開催し、市内外か
ら77人が参加しました。
　この住民交流会は森をみんなで守っていくことの大
切さを普及啓発するために斐伊川流域林業活性化セン
ター構成市町（松江市・出雲市・安来市・雲南市・飯
南町・奥出雲町）の持ち回りで毎年開催しています。
　イベントを通じて流域の皆さんの親睦と緑化の推進
への理解と関心を持っていただくため、掛合町波多地
内の協定締結地での植林や波多交流センターで木材を
使った組子細工の制作を行いました。

斐伊川流域住民交流会in雲南市11/５
日

▲参加者の集合写真
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島根中央子牛共進会11/10
金

　島根中央子牛共進会が島根中央家畜市場（松江市）で開催され、島根県東部から40頭の子牛が出品され、雲
南市からは10人の皆さんが11頭の子牛を出品されました。
　渡部 学さん（大東町）のあやめ号が第２区の３席に輝きました。また、板

いた

垣
がき

徳
のり

好
よし

さん（掛合町）のふくさ
つき２号が「資質の部」で部位賞に選ばれました。

▲個体審査の様子

○第１区
　優秀賞10席　堀

ほり

江
え

一
かず

夫
お

さん（吉田町）みつふく号
　優　良　賞　大

おお

坂
さか

運
うん

蔵
ぞう

さん（木次町）おおふく号
　優　良　賞　安

やす

田
だ

幸
とみ

男
お

さん（大東町）やすよ号
　優　良　賞　朝

あさ

山
やま

　昇
のぼる

さん（三刀屋町）せつこ３号
　優　良　賞　渡部彰夫さん（加茂町）あかしげひさ号

○第２区
　優秀賞３席　渡部　学さん（大東町）あやめ号
　優秀賞５席　高

たか

島
しま

幹
みき

雄
お

さん（大東町）めぐみ号
　優秀賞６席　板垣徳好さん（掛合町）ふくさつき２号
　優秀賞10席　渡部　学さん（大東町）らんらん号 
　優　良　賞　岩

いわ

田
た

博
ひろ

志
し

さん（大東町）まみめぐ号
　優　良　賞　山

やま

根
ね

秀
ひで

男
お

さん（大東町）さくら４号

島根県種
しゅ

畜
ちく

共進会10/21
土

　島根県種畜共進会が島根中央家畜市場（松江市）で開催され、雲南市を代表して６人の皆さんが７頭の肉
にく

用
よう

種
しゅ

牛
ぎゅう

を出品されました。
　審査の結果、三刀屋町の角

つの

折
おり

羊
よう

子
こ

さんの愛牛 “ もんじろう 542” 号が若
わか

雌
めす

牛
うし

の出品区で優秀賞首席に輝きま
した。
審査結果は次のとおりです

▲第３区優秀賞首席の角折さん（写真中央）と “もんじろう542” 号

○第１部（肉用種牛の部）
第３区（若雌牛）
　優秀賞首席　角折羊子さん（三刀屋町）もんじろう542号
　優秀賞３席　渡

わた

部
なべ

貞
さだ

治
はる

さん（大東町）ふくみつ号
第４区（成

せい

雌
めす

牛
うし

）  
　優秀賞２席　武

たけ

田
だ

伸
しん

二
じ

さん（大東町）あきひさ３号
　優秀賞３席　渡

わた

部
なべ

　学
さとる

さん（大東町）らぶり号
　優秀賞６席　田

た な べ

部　武
つよし

さん（掛合町）めぐはる号
　優　良　賞　渡

わた

部
なべ

彰
あき

夫
お

さん（加茂町）まつじろう号
第５区（母

ぼ

系
けい

牛
ぎゅう

群
ぐん

）
　優秀賞２席　渡部　学さん（大東町）ゆか号、らぶり号

　また、武田伸二さんの愛牛 “ あきひさ３” 号が「資
質の部」で部位賞に選ばれました。

　同時に開催されたＪＡ女性部和牛審査競技会に出場
したSAKURA姫チーム朝

あさ

山
やま

節
せつ

子
こ

さん（三刀屋町）、藤
ふじ

原
はら

洋
よう

子
こ

さん（木次町）、武
たけ

田
だ

京
きょうこ

子さん（大東町）、中
なか

西
にし

友
とも

子
こ

さん（大東町）が準優勝に輝きました。

部位賞　資質の部
　板垣徳好さん（掛合町）ふくさつき２号
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11
月
１
日
は
、
雲
南
市
誕
生
満
13
年
の
誕
生
日
で
し
た
。

　
こ
の
間
の
市
民
の
皆
様
挙
げ
て
の
ま
ち
づ
く
り
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
今
日
で
あ

り
、
心
か
ら
慶
び
を
分
か
ち
合
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
誓
い
合
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
突
然
の
衆
議
院
選
挙
で
は
様
々
な
争
点
が
あ
っ
た
中
、
地
方
創
生
、
ふ
る
さ

と
創
生
が
決
し
て
見
失
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
、
本
県
か
ら
の
候
補
者
が

強
く
訴
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
雲
南
市
の
14
年
目
の
ス
タ
ー
ト
が
地
方
の
元

気
、
日
本
の
元
気
に
つ
な
が
る
地
方
創
生
へ
の
新
た
な
旅
立
ち
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
は
様
々
な
視
点
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
面
積
の
８

割
が
山
林
の
雲
南
市
や
島
根
県
で
特
に
望
ま
れ
る
の
が
森
林
の
整
備
で
す
。
森

林
資
源
の
豊
か
さ
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
で
す
が
、
荒
廃
林
が
多
い
の
も
事
実
で

あ
り
、
ま
た
、
森
林
の
荒
廃
は
全
国
的
な
状
況
で
も
あ
る
だ
け
に
森
林
整
備
の

取
り
組
み
は
、
ま
さ
に
地
方
創
生
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
す
。

　
こ
う
し
た
地
勢
の
島
根
県
で
は
平
成
４
年
か
ら
平
成
６
年
ま
で
に
斐
伊
川
、

江
の
川
、
高
津
川
、
隠
岐
の
４
つ
の
流
域
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
結
成
さ
れ
、

今
年
で
設
立
25
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
そ
の
斐
伊
川
流
域
は
源
流
の
奥
出
雲
か
ら
中
海
ま
で
の
広
さ
で
あ
り
、
雲
南

市
は
斐
伊
川
林
業
流
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
上
中

流
域
は
も
と
よ
り
下
流
域
の
宍
道
湖
や
中
海
が
豊
か
な
水
の
恵
み
を
享
受
し
続

け
る
こ
と
を
願
っ
て
、
平
成
12
年
か
ら
水
源
林
整
備
協
定
を
上
中
下
流
市
町
で

結
び
、
植
林
、
育
林
事
業
や
流
域
住
民
の
理
解
を
得
る
た
め
の
記
念
植
樹
な
ど

住
民
交
流
会
等
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
他
流
域
に
お
い
て
も
同
様
の
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
４
つ
の
活
性
化
セ
ン

タ
ー
が
さ
ら
に
連
携
し
て
循
環
型
林
業
を
県
下

全
域
へ
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
は
島
根
発
の
地
方
創
生
の
重
要
な
取
り

組
み
の
見
え
る
化
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

流
域
一
帯
と
な
っ
た
森
林
整
備
の
取
り
組
み
は
、

島
根
発
の
地
方
創
生
の
重
要
な
取
り
組
み

市長
コラム

▲植林する速水市長（写真右）

　第49回島根県精神保健福祉大会が「知ることからは
じめよう、地域で共に暮らす私たち」をテーマに木次
経済文化会館チェリヴァホールで行われました。
　式典では、精神保健福祉功労者の皆さんに県知事や
島根県精神保健福祉協会会長から感謝状が贈られまし
た。
　記念講演では、静岡県のはままつフラワーパーク理
事長で樹木医の塚

つか

本
もと

こなみさんから「心
こころね

根を育てる」
と題して、「お互いを知り合い、支え合う地域社会」

島根県精神保健福祉大会11/７
火

▲県知事感謝状を贈られる藤
ふじ
原
はら
誠
せい

治
じ

さん（三刀屋町） ▲塚本さんの記念講演

を実現するためのヒントとなる貴
重なお話をしていただきました。
　続いて、体験・活動発表として「伝えたい、私たち
のこと」と題し、団体から精神に障がいのある方々の
活動・就労に関してそれぞれの視点からのお話をして
いただきました。
　また、会場ロビーでは福祉サービス事業所等で製作
した物品の販売やパネル展示も行われました。
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掛合町ふるさとまつり
　第35回掛合町ふるさとまつりが掛合中学校周辺で開催さ
れ、「しょっきり太鼓」、「掛合中学校吹奏楽部演奏」、「ふる
さとクイズ」、「鋼戦隊ムラゲレンジャーショー」のステージ
イベントをはじめ、掛合建築組合による「ミニ上棟式・もち
まき」、恒例の「むかで駅伝2017」や小学生限定「子むか
で競走」や会場の多くの方に参加をいただいた「掛合音頭」
などが行われました。

大東よいとこ祭
　第35回大東よいとこ祭が大東地域交流センターで開催されまし
た。子どもたちに大人気のよいとこ戦隊ダイトレンジャーや開星高
校チアダンス部「Ｋ

ケイ

－Ｓ
ス タ ー ズ

ＴＡＲＳ★」などが登場したステージイベ
ントをはじめ、テント村、文化展などのさまざまな催しが行われ、
雨にもかかわらず、大勢の来場者でにぎわいました。

ななかまどフェスタ
　第13回ななかまどフェスタが吉田総合センター周辺を会場
に開催されました。
　地域の美味や特産品販売、体験コーナーが集まったテント
村。町内の皆さんの作品を展示した文化展。ステージでは、保
育所や小中学校、ダンシングエンジェルズ、鋼戦隊ムラゲレン
ジャー、TEAM輪音天咲の出演に加え、会場内でスタンプを集
めるスタンプラリー抽選会が行われました。

※10月22日（日）に予定していた第５回加茂よっといで祭りおよび第38回みとやっこまつりは、会場が第48回衆議院議員
総選挙および第24回最高裁判所裁判官国民審査の投開票会場となったため、中止となりました。また、10月29日（日）に
予定していた第35回きすきがっしょ祭りは台風22号接近のため中止となりました。

　雨が降り続くあいにくの天気でしたが、予定していたすべての団体が出演・出店し、約800人の来場者
でにぎわいました。
　また、隣接会場では第13回日本たまごかけごはんシンポジウムが開催され、県外からも多くの来場者
がありました。

　また、小中学生と掛合太鼓保存会の総勢100人による「掛合太鼓揃い打ち」で、まつりも最高潮に達し、
地域の皆さんのご参加・ご協力により掛合町の一大イベントは大勢の来場者でにぎわいました。

10/8
（日）

10/15
（日）

雲南市の

10/29
（日）

掛合太鼓
揃い打ちの様子

吉田小学校鼓笛隊の
演奏の様子

「よいとこ戦隊
ダイトレンジャーショー」の様子
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心
こ は れ

晴ちゃん（掛合町掛合）
平成 28年 12月３日生まれ
パワー全開、おてんばなこはちゃん
毎日幸せをありがとう
いっぱい遊んで大きくなぁれ

德と
く
し
ま島

　渉わ
た
るさ
ん
・
仁ひ
と
み美
さ
ん
の
お
子
さ
ん

志
し ゅ う

優ちゃん（三刀屋町三刀屋）
平成 28年 12月３日生まれ
とってもいけずで、とってもかわいい
しゅうちゃん
生まれてきてくれてありがとう

鳥と

や

お
屋
尾
貴た
か
し志
さ
ん
・
美み

え栄
さ
ん
の
お
子
さ
ん

湊
み な と

翔ちゃん（三刀屋町下熊谷）
平成 28年 12月 15日生まれ
お誕生日おめでとう 　
可愛い笑顔にいつも癒されるよ
お姉ちゃんと元気に大きくなってね

須す
や
ま山

　誠ま
こ
とさ
ん
・
美み

か香
さ
ん
の
お
子
さ
ん

歩
ほ の か

乃歌ちゃん（大東町西阿用）
平成 28年 12月２日生まれ
お兄ちゃん大好きなほのちゃん
１歳おめでとう
これからも元気で大きくなってね

金か
な
や
ま山

　誠ま
こ
とさ
ん
・
愛あ
い
さ
ん
の
お
子
さ
ん

心
こ と は

花ちゃん（木次町東日登）
平成 28年 12月 16日生まれ
１歳おめでとう  心花のことが家族
みんな大好きすぎてたまりません
元気いっぱい大きくなってね

杉す
ぎ
む
ら村
卓た
く
や哉
さ
ん
・
美み

き紀
さ
ん
の
お
子
さ
ん

千
ち ひ ろ

尋ちゃん（大東町北村）
平成 28年 12月 26日生まれ
家族のアイドルちーちゃん
いつもわが家の中心です
元気に大きく育ってね

新に
っ
た田
雄ゆ
う
じ
ろ
う

二
朗
さ
ん
・
恵め
ぐ
みさ
ん
の
お
子
さ
ん

ののわわがが家家 HOPEHOPEHOPE おめでとうおめでとう
満１歳満１歳満１歳12月で12月で12月で12月で

子育て情報をひとまとめにしたサイトです。ぜひ、活用ください。

http://kosodate-unnan.jp または、右記のQRコードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。雲南市

蒼
そ う た

太ちゃん（三刀屋町粟谷）
平成 28年 12月 27日生まれ
１歳のお誕生日おめでとう
これからもいっぱい笑顔を見せて
大きくなってね

陶す
や
ま山
智と
も
の
り則
さ
ん
・
め
ぐ
み
さ
ん
の
お
子
さ
ん

　　　　里
り か こ

花子ちゃん　　　　　　実
み か こ

花子ちゃん（三刀屋町三刀屋）
平成 28年 12月 22日生まれ

毎日元気いっぱいのりかちゃん・みかちゃん 　お兄ちゃん達と４人仲良くね

梅う
め
き木
聖せ
い
じ司
さ
ん
・
智さ
と
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

１月で満１歳（平成29年１月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、
　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで12月４日(月)までに情報政策課へ送付ください。

　【問】情報政策課☎0854-40-1015　
　※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますのでご注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所情報政策課「わが家の HOPE」係

E-Mail で送付される場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家の HOPE」としてください。）
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雲
南
病
院
だ
よ
り

　
10
月
11
日
（
水
）
か
ら
13
日
（
金
）
に
か
け

て
、
中
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
『
夢
』
発
見
ウ
ィ
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
将
来
の

目
標
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
よ
う
、
当
院

で
は
市
内
中
学
生
10
人
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。

　
初
日
は
新
し
い
病
院
の
工
事
現
場
見
学
と
、

縫
合
体
験
、
高
齢
者
体
験
を
し
て
も
ら
い
、
午

後
か
ら
は
保
健
推
進
課
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
で
現
場
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
２

日
目
に
は
栄
養
管
理
科
と
薬
剤
科
、
放
射
線
科

と
検
査
科
の
現
場
体
験
を
行
っ
て
も
ら
い
、
３

日
目
に
は
看
護
師
現
場
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
ま
た
、
３
日
目
の
午
後
か
ら
は
、
病
院

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
て
ご
っ
人と

」
の
皆
さ
ん
と
清

掃
活
動
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
開
始
初
日
に
は
や
や
緊
張
気
味
だ
っ
た
表
情

も
、
２
日
目
に
は
少
し
ず
つ
表
情
が
和
ら
ぎ
、

最
終
日
に
は
笑
顔
で
患
者
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の

問
い
か
け
に
答
え
る
な
ど
、
と
て
も
楽
し
そ
う

に
体
験
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、
縫
合

セ
ッ
ト
を
用
い
た
縫
合
体
験
や
、
検
査
科
で
の

実
物
を
用
い
た
現
場
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
真

剣
な
面
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
薬
剤
科
で
薬
の
濾ろ

過か

作
業
を
さ
せ

て
も
ら
い
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
」「
看
護
師
の
忙
し
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。

大
変
だ
け
ど
“
あ
り
が
と
う
”
っ
て
言
っ
て
も

ら
え
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
将
来
、

医
療
関
係
の
仕
事
に
就
け
た
ら
な
と
思
い
ま

す
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
、
最
終
日
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
美
化
作
業
で
は
一
人
ひ
と
り
が
主

体
的
に
行
動
す
る
な
ど
、
と
て
も
一
体
感
を
感

じ
た
３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
10
月
４
日
（
水
）
か
ら
６
日
（
金
）
に
か
け

て
実
施
さ
れ
た
「
三
刀
屋
高
校
地
域
産
業
研
究

実
習
」
を
当
院
で
も
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
実

習
は
市
内
外
の
各
事
業
所
で
職
業
体
験
を
行
い

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
設
定
し
た
課
題
（
テ
ー

マ
）
を
解
決
す
る
た
め
に
職
員
と
意
見
交
換
等

を
行
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

　
当
院
で
は
４
人
の
高
校
生
が
「
島
（
長
崎
県

の
離
島
）
で
の
取
り
組
み
を
雲
南
市
に
取
り
入

れ
て
医
師
不
足
を
解
決
で
き
る
の
か
？
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
島
根
県
（
県
医
師
確
保
対
策
室
）

と
雲
南
市
（
大お

お

谷た
に

順じ
ゅ
ん

院
長
）
の
医
師
確
保
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
、
２
日
目
は

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
と
当
院
勤
務
医
・
研

修
医・医
学
生
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

3
日
目
に
は
看
護
体
験
、
沖
縄
の
離
島
か
ら
来

た
医
師
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、
と
て
も

密
度
の
濃
い
3
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
４
人
が
医
療
に
つ
い
て
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
積
極
的
に
体
験
や
意
見
交
換
を
行
う
姿

を
見
る
と
、
と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

12
月
に
は
発
表
会
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
テ
ー

マ
（
課
題
）
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
報
告
が
さ

れ
る
の
か
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

三
刀
屋
高
校
地
域
産
業
研
究
実
習

2017 年 雲南市中学生
　『夢』発見ウィークを行いました！

大谷院長からの説明

縫合体験薬剤科体験 ボランティア美化活動集合写真

医師との意見交換

ボランティア体験

助産師体験
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なぜ診療放射線技師になろうと思ったのですか？
　高校時代に資格が必要な職業に就きたいと考えてい
たところ、病院勤めの父に診療放射線技師という職業
があることを教わり、調べてみたところ、マンモグラ
フィ（乳房 X線撮影）などで女性診療放射線技師が
必要とされていることを知りました。実際、母が女性
の診療放射線技師にマンモグラフィをしてもらい安心
して検査を受けることができたと聞き、女性が活躍で
きる職業だと思い、この仕事を選びました。

雲南市立病院で働こうと思ったきっかけは？
　大学生のとき、初めて県外で独り暮らしをしたので
すが、改めて故郷である島根が好きであることを実感
し、島根で働きたいという気持ちが芽生えました。ま
た、地域に寄り添った病院に就職したくこちらの病院
を知り、雲南市立病院に就職しました。

働いてみた実感は？
　とてもアットホームな職場であると感じています。
まだいろいろな検査についてわからないことも多く、
先輩方に教えてもらいながら仕事をしていますが、他
職種の方とのコミュニケーションがとりやすく、とて
も雰囲気がよいです。また人手のいる検査では、医師
や看護師が力を貸してくれます。患者さんの中には、
お礼の声をかけてくださる方もいらっしゃいますの
で、とても嬉しく思っています。

今の部署ではどんな仕事をしていますか？
　普段は、マンモグラフィや骨
密度、一般レントゲン撮影など
の検査を行っています。４月か
らは、時間外の救急外来の撮影
でＣＴやＭＲＩも行っていま
す。

やりがいはなんですか？
　役に立てていると感じるときが一番嬉しいです。特
に自分の撮影した画像で疾患が分かったときなどにや
りがいを感じます。勤めて２年目でプレッシャーを感
じることもありますが、ここ雲南の地域の方はあたた
かい方々ばかりですので助かっています。

夜間待機をするようになってどうですか？
　夜間の待機は日勤と違い、一人で考えながら検査や
撮影を行っています。重症な患者さんがいらっしゃっ
たときに臨機応変に対応できるかどうか、プレッ
シャーや不安を感じることもありますが、医師や看護
師に協力をしてもらっていますので、とても助かって
います。これからさらに経験を積んで、自信をつけて
いきたいです。

将来の目標は何ですか？
　患者さんが安心して検査が受けられるような診療放
射線技師になることです。特にマンモグラフィは毎日
行っている業務なので、ただ撮影を行うだけではなく、
より高度な技術を身につけられるよう、頑張っていき
たいと考えています。

病院で働く

 医療のプロフェッショナル

　病院では、治療を行う医師や看護師をはじめ、さまざまな職種
のスタッフが働いています。その多くは専門性の高いスキルや知
識が必要で、国が認める国家資格を有していなければ就けない職
種がほとんどです。日進月歩で現代医療に携わる仕事であるため
に、常に専門知識を磨く努力をする必要があり、高度な専門技術
に加えて、コミュニケーションスキルや人間性なども求められま
す。また、一人の患者さんに複数の医療スタッフが連携して、治
療やケアを行う「チーム医療」にも取り組んでいます。

放射線科の仕事について
～診療放射線技師・小

あ ず き

豆澤
ざ わ

 真
ま

奈
な

美
み

（２年目）～

FILE:02

Interview

▼マンモグラフィ装置 ▼ＣＴ装置
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Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
と
は
？

　
Ｍ
Ｒ
Ｉ(

磁
気
共
鳴
画
像)

と
は
、
強

い
磁
石
と
電
波
を
使
っ
て
体
内
の
状
態
を

検
査
す
る
装
置
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
Ｃ
Ｔ
装
置
と
比
べ
、
放
射
線
被
ば
く
が

な
く
、
安
心
し
て
検
査
を
受
け
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、

　
　
◆
検
査
時
間
が
長
い

　
　◆
音
が
大
き
い

　
　◆
狭
い
筒
に
入
る

と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
閉
所
恐

怖
症
等
で
検
査
が
困
難
な
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
今
回
新
し
く
導
入
さ
れ
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ「
１・

５
Ｔ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
」
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
Ｍ
Ｒ

Ｉ
の
特
徴
を
大
き
く
補
う
仕
様
と
な
っ
て

い
ま
す
。

Ｃ
Ｔ
装
置
と
は
？

　
Ｃ
Ｔ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
）

と
は
、
Ｘ
線
を
照
射
し
て
体
内
の
状
態
を

検
査
す
る
装
置
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
Ｘ
線
を
３
６
０
度
全
方
向
か
ら
照
射
す

る
こ
と
で
、
人
体
を
輪
切
り
に
し
た
画
像

を
撮
影
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
今
回
導
入
さ
れ
る
Ｃ
Ｔ
装
置
は
、「
64

列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
」と
い
い
ま
す
。

新
し
い
Ｃ
Ｔ
装
置
に
は
、
以
下
４
つ
の
特

徴
が
み
ら
れ
ま
す
。

　新
し
い
装
置
の
特
徴

　

①
画
像
の
精
度
が
向
上
し
、
多
方
向
断
層

像
や
立
体
（
３
Ｄ
）
を
撮
影
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

②
体
内
に
金
属
が
あ
る
場
合
で
も
き
れ
い

な
画
像
に
処
理
で
き
ま
す
。

③
撮
影
時
間
が
短
く
な
る
た
め
、
息
止
め

や
安
静
保
持
と
い
っ
た
苦
痛
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

放
射
線
科
で
は
、
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
装
置
を
用
い
て
患
者
さ
ん
の
検
査
、
撮
影

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、新
病
院
へ
の
移
設
に
伴
い
新
し
く
な
る
、

Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
が

新
し
く
な
り
ま
す

　新
し
い
装
置
の
特
徴

　

①
約
半
分
の
時
間
で
、
撮
影
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

②
工
事
現
場
の
よ
う
な
大
き
い
音
が
軽
減

さ
れ
、
静
か
な
環
境
に
な
り
ま
す
。

③
装
置
の
形
状
が
筒
型
か
ら
ド
ー
ナ
ツ
型

と
な
り
ま
す
。

④
体
の
動
き
が
原
因
で
ぶ
れ
た
よ
う
な
画

像
も
き
れ
い
な
画
像
に
処
理
で
き
ま

す
。

　
以
上
の
４
つ
の
点
か
ら
、
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
検
査
を
受
け

て
も
ら
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。

＊
検
査
を
受
け
る
と
き
の
注
意
点

　
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
頭
部
ク
リ
ッ

プ
な
ど
体
内
に
金
属
が
入
っ
て
い
る
方

は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。放

射
線
技
術
科
　小こ

林ば
や
し 

久ひ
さ
和か
ず

④
被
ば
く
線
量
が
低
減
さ
れ
、
表
面
線
量

被
ば
く
は
最
大
約
40
％
低
減
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
特
徴
か
ら
、
安
心
し
て
検

査
を
受
け
て
も
ら
え
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

＊
検
査
を
受
け
る
と
き
の
注
意
点

　
妊
娠
し
て
い
る
方
、
妊
娠
を
し
て
い
る

可
能
性
の
あ
る
方
は
、
Ｃ
Ｔ
検
査
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か

じ
め
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

放射線科
　　から

な
ん
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

▲64列マルチスライスCT装置

▲1.5ＴＭＲＩ装置
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雲南病院だより

　新本館棟の建設工事については、外観工事がほぼ終了し、工事用の足場が撤去され、新
本館棟外観の全容が現れました。
　１・２階はたたら製鉄をイメージした赤褐色、３階から上層は八雲の空をイメージした
淡い白色で配色されています。
　内装工事も、エントランスホール（正面玄関ホール）の足場がとれ、その全容が現れま
した。
　ホールは２階までの吹き抜けとなっており、開放感のある空間となっています。
　新本館棟は12月中には完成する予定です。いよいよ完成間近となりました。

『インフルエンザに伴う面会制限について』
　当院では、インフルエンザ流行時期に合わせて、患者さんをお守りするた
め（感染予防と安全の確保）、入院中の患者さんにインフルエンザ罹患の報
告があった時点で面会を制限させていただきますので、ご了承ください。

病院建設の状況について

正面駐車場

エントランスホール（南面） エントランスホール（北面）

新本館棟

正面玄関

外観

平成29年10月の状況写真
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今
年
も
寒
い
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

ポ
カ
ポ
カ
暖
か
い
こ
た
つ
か
ら
な
か
な
か

抜
け
出
せ
な
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
冬

の
季
節
は
、
日
照
時
間
が
短
く
、
気
温
も

低
い
た
め
ど
う
し
て
も
不
活
動
に
な
り
や

す
く
、
体
力
も
低
下
し
が
ち
で
す
。

　
と
は
い
え
、
寒
い
時
期
で
も
か
ら
だ
を

動
か
す
こ
と
は
大
切
で
す
。
ど
う
す
れ
ば

冬
場
の
不
活
動
を
防
げ
る
の
で
し
ょ
う

か
？

　
冬
場
の
不
活
動
対
策
と
し
て
、
今
回
は

部
屋
全
体
を
暖
め
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
の
調

査
に
よ
る
と
、
こ
た
つ
や
ホ
ッ
ト
カ
ー

　
今
年
の
冬
は
、
暖
房
や
断
熱
を
う
ま
く

活
用
し
て
、
冬
場
の
不
活
動
と
体
力
低
下

を
無
理
な
く
防
い
で
み
ま
し
ょ
う
。

　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん

�

☎
０
８
５
４
―

49
―

９
０
５
０

　
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
と
は
１
９
８
０
年

代
に
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
「
乳
が
ん
の

早
期
発
見
・
早
期
受
診
・
早
期
治
療
」
の

大
切
さ
を
訴
え
る
運
動
で
す
。

　
雲
南
市
で
は
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
の
強

調
月
間
で
あ
る
10
月
に
、
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

運
動
を
実
施
し
ま
し
た
（
10
月
２
日
か
ら

13
日
ま
で
）。「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
を
掲
げ
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
乳
が
ん

の
早
期
発
見
の
重
要
性
を
お
伝
え
し
ま
し

た
。

る
、
手
作
り
の
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
貼
り
合

わ
せ
、
大
き
な
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
シ
ン
ボ
ル

を
作
成
し
ま
し
た
。
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
シ
ン

ボ
ル
は
市
役
所
ロ
ビ
ー
の
パ
ネ
ル
展
示
の

一
つ
と
し
て
掲
示
し
ま
し
た
。（
写
真
１
）

　
さ
ら
に
、
市
役
所
南
側
の
植
木
に
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
よ
う
に
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

を
装
飾
し
、
運
動
の
実
施
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。（
写
真
２
）

　
芸
能
人
の
方
の
乳
が
ん
の
公
表
な
ど

で
、
女
性
の
乳
が
ん
に
つ
い
て
の
関
心
も

高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
２
０
１
５
年

の
統
計
で
は
、
雲
南
市
の
乳
が
ん
の
年
齢

調
整
死
亡
率
は
国
や
県
よ
り
高
い
状
況
で

す
。
乳
が
ん
は
早
期
発
見
で
90
％
が
治
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
が
ん
は

唯
一
自
分
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
が

ん
で
す
。
何
の
症
状
も
な
い
と
き
か
ら
乳

が
ん
検
診
や
乳
房
の
自
己
検
診
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
乳
が
ん
の
早
期
発
見
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

【
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

●
若
い
時
か
ら
乳
が
ん
の
自
己
検
診

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
40
歳
以
上
の
方
は
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
検
査
を
２
年
に
１
回
受
け

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
運
動
に
際
し
、
市
内
各
地
の
育

児
相
談
に
参
加
さ
れ
た
お
母
さ
ん
方
に
よ

部
屋
の
環
境
作
り

ペ
ッ
ト
の
み
で
部
分
的
に
部
屋
を
暖
め
る

よ
り
、
部
屋
全
体
を
暖
房
し
て
い
る
人
の

方
が
活
動
量
・
体
力
と
も
高
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
暖
か
い
部
屋

で
過
ご
す
こ
と
は
血
圧
の
上
昇
も
抑
え
ら

れ
安
定
化
す
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
部
屋
全
体
を
暖
房
す
る
に
は

光
熱
費
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。
室
温（
熱
）

は
窓
・
壁
・
床
か
ら
ほ
と
ん
ど
逃
げ
て
行

き
ま
す
の
で
、「
窓
の
隙
間
を
テ
ー
プ
な

ど
で
な
く
す
」
な
ど
、
ま
ず
は
手
軽
な
断

熱
方
法
に
取
り
組
み
室
温
の
低
下
を
防
い

で
み
ま
し
ょ
う
。

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
を

　
　
　
　
　
　
　
ご
存
知
で
す
か

このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！

124

冬
場
の
不
活
動
を
防
ぐ
た
め
に
は

無
理
な
く
活
動
的
な
冬
に

148

パネル展示（写真1）

リボン装飾（写真2）
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　雲南市をはじめ、全国各地で取り組まれつつある小規模多
機能自治の仕組みを相互に学びあう場として、11月９日（木）
～12日（日）に雲南ゼミH29秋の陣を開催しました。
　岩手県や岐阜県、鹿児島県など全国11都県から、行政職員・
大学生・NPO法人など総勢16人が参加されました。
　今回は中野地区の「笑

え
んがわ市」・波多地区・田井地区・

温泉地区・大東地区・阿用地区を視察・取材させていただき、
各地区を紹介するＣＭ制作にチャレンジしました。

　また、川
かわ
北
きた
秀
ひで
人
と
さん（I

アイ
I
アイ
H
エイチ
O
オー
E
イー
［人と組織と地球のため

の国際研究所］代表者）を講師に迎え、掛合地区ではこれか
らの組織・事業のあり方について、加茂地区では買い物支援
を通じた地域の暮らしの支え方について、それぞれの地域の
皆さんを対象にした研修会を行いました。
　よりよい地域づくりについて学び合い、ともに刺激を受け
た４日間でした。

　「雲南市チャレンジサイト（大人チャレンジ）」では、地域自主組織のさまざまな活動を紹介
しています。

http://www.co-unnan.jp/ch-otona.php

　通学合宿は、子どもたちが地域の方の協力を得て交流センターなどに宿泊し、共同生活を行いながら学校に通
う体験活動です。市内では各地域で小学生の通学合宿が行われています。
　掛合町の入間コミュニティー協議会と波多コミュニティ協議会共催の通学合宿は６月26日（月）～７月１日
（土）に入間交流センターで行われました。

うんなんの 食育あいうえお
あ 朝ごはんを食べよう
い「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつをしよう
う 雲南市産の食材を使おう
え 栄養バランスを考えた食事をしよう
お おいしい食事はみんなで一緒に食べよう

～うんなん食育ネット～

ぜひ、できることから一緒に取り組みましょう！

～毎月19日は
　食育の日です。
　　食について
考えてみましょう！～

夕食の準備をしている様子です。慣れない包丁に緊張
しながら、にんじんや玉ねぎを切ってオムライスの完
成をめざしています！

宿泊後初めての朝食を仲間と共に食べています。勉強
や運動を精一杯楽しむため、栄養満点の朝食でエネル
ギー補給中です！

▲波多交流センターにて ▲加茂地区（かもマート）での研修の様子

大人チャレンジ！
～地域自主組織のチャレンジを紹介します！～

食のある風景「通学合宿」



私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

広 告 枠
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市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

In
fo

rm
a

tio
n

 fro
m

 th
e

 U
N

N
A

N
 c

ity

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎
秋
の
叙
勲

旭
日
双
光
章

地
方
自
治
功
労
に
よ
り

　
岡お
か

田だ

　
盛も
り
ゆ
き行
さ
ん
（
吉
田
町
）

旭
日
双
光
章

地
方
自
治
功
労
に
よ
り

　
光み
つ
た
に谷
由ゆ

き

こ

紀
子
さ
ん
（
大
東
町
）

瑞
宝
単
光
章

消
防
功
労
に
よ
り

　
藤ふ
じ
は
ら原

　
俊と
し

昭あ
き

さ
ん
（
掛
合
町
）

◎�

30
年
勤
続
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

表
彰
（
全
国
表
彰
）

　多
年
に
わ
た
り
体
育
指
導
委
員

お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し

て
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

　
堀ほ
り

江え

佳か

な

こ

奈
子
さ
ん（
三
刀
屋
町
）

　
雲
南
市
に
次
の
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

◎
雲
南
市

ふ
る
さ
と
納
税

本ほ
ん

田だ

　
千ち

穂ほ

さ
ん（
岡  

山  

市
）

建
設
工
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
３

　
今
年
も
多
く
の
自
治
会
・
団
体

に
道
路
河
川
愛
護
作
業
を
取
り
組

み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
作
業
実
施
後
は
速
や
か
に
実
績

報
告
兼
交
付
金
請
求
書
を
ご
記
入

い
た
だ
き
、
建
設
工
務
課
ま
た
は

各
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
最
終
提
出

期
限
は
12
月
15
日
㈮
で
す
。

雲
南
市
人
権
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
12
月
４
日
㈪
か
ら
10
日
㈰
ま
で

は
「
人
権
週
間
」
で
す
。

　
１
９
４
８
年
12
月
10
日
に
、
国

際
連
合
に
お
い
て
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
日
本
で
は
12
月
10
日
ま
で
の

７
日
間
を
毎
年
「
人
権
週
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
自
分
の
権
利
を
当
た
り

前
に
得
ら
れ
る
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

雲
南
市
人
権
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
出
雲
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と

松
江
地
方
法
務
局
出
雲
支
局
で
は

次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
の

開
設
を
し
ま
す
。

【
大
東
町
】

開
設
日
：
12
月
６
日
㈬

時
　
間
：
10
時
か
ら
13
時
ま
で

場
　
所
：
大
東
総
合
セ
ン
タ
ー

【
加
茂
町
】

開
設
日
：
12
月
４
日
㈪

時
　
間
：
９
時
か
ら
正
午
ま
で

場
　
所
：
加
茂
総
合
セ
ン
タ
ー

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

道
路
河
川
愛
護
作
業

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

人  

権  

週  

間

特
設
人
権
相
談
所
開
設

大お
お
に
し西

　
泰や
す
ひ
ろ裕
さ
ん（
香
川
県
観か
ん
お
ん音
寺じ

市
）

長な
が

野の

　
麗れ
い

子こ

さ
ん（
福
岡
県
筑ち
く

紫し

の野
市
）

岡お
か
や
ま山

　
健け
ん

治じ

さ
ん（
大
阪
府
和
泉
市
）

中な
か
む
ら村

　
洋よ
う
す
け輔
さ
ん（
さ
い
た
ま
市
）

黒く
ろ

田だ

　
康や
す
ゆ
き之
さ
ん（
東
京
都
渋
谷
区
）

紅べ
に

谷や

　
浩ひ
ろ
ゆ
き之
さ
ん（
福
井
県
福
井
市
）

本ほ
ん

間ま

　
七な
な

夫お

さ
ん（
大
阪
府
富
田
林
市
）

上う
え

田だ

公く

み

こ
美
子
さ
ん（
大
阪
府
池
田
市
）

田た

邊な
べ

誠せ
い

一い
ち
ろ
う郎
さ
ん（
兵
庫
県
明
石
市
）

秋あ
き
も
と本

　
嘉よ
し

宏ひ
ろ

さ
ん（
愛
知
県
一
宮
市
）

鳥と

谷や

　
泰や
す

文ふ
み

さ
ん（
埼
玉
県
戸
田
市
）

吾あ

郷ご
う

　
誠せ
い

二じ

さ
ん（
広
島
県
三
原
市
）

【
木
次
町
】

開
設
日
：
12
月
６
日
㈬

時
　
間
：
13
時
か
ら
16
時
ま
で

場
　
所
：
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル

【
三
刀
屋
町
】

開
設
日
：
12
月
４
日
㈪

時
　
間
：
10
時
か
ら
13
時
ま
で

場
　
所
：
三
刀
屋
総
合
セ
ン
タ
ー

【
吉
田
町
】

開
設
日
：
12
月
５
日
㈫

時
　
間
：
10
時
か
ら
13
時
ま
で

場
　
所
：
吉
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
掛
合
町
】

開
設
日
：
12
月
７
日
㈭

時
　
間
：
９
時
か
ら
正
午
ま
で

場
　
所
：
掛
合
ま
め
な
か
セ
ン
タ
ー

　毎
日
の
生
活
の
中
で
、
悩
み
ご

と
や
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

納期限は12月25日（月）です。

固定資産税（第３期）
国民健康保険料（第６期）
後期高齢者医療保険料（第６期）

健
康
づ
く
り
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
０

　
家
庭
用
ロ
ー
ラ
ー
式
電
気
マ
ッ

サ
ー
ジ
器
を
カ
バ
ー
を
し
な
い
状

態
で
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
衣

服
が
巻
き
込
ま
れ
窒
息
死
す
る
事

故
が
繰
り
返
し
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
株
式
会
社 

的
場
電
機
製
作
所
で
は
、
事
故
の

原
因
と
な
っ
た
製
品
の
使
用
中

止
・
回
収
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
カ
バ
ー
を
外
し
た
り
、
破
れ
た

状
態
で
の
使
用
は
大
変
危
険
な
た

め
、絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
株
式
会
社 

的
場
電
機
製
作
所

　
☎
０
１
２
０-

01-

２
２
５
１

家
庭
用
電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
の

正
し
い
使
用
方
法

注
意
喚
起
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健
康
福
祉
総
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
１

　
高
齢
や
障
が
い
等
で
現
在
お
住

ま
い
の
住
宅
の
除
雪
が
自
力
で
は

困
難
な
世
帯
の
方
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
屋
根
の
雪
下
ろ
し
お
よ
び
避

難
路
の
除
雪
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
補
助
金
と
し
て
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
。
た

だ
し
、
吉
田
町
お
よ
び
掛
合
町
に

お
住
ま
い
の
生
活
保
護
世
帯
は
除

き
ま
す
。

① 

市
内
の
一
戸
建
て
の
住
宅
に
居

住
さ
れ
て
い
る
方

② 

右
記
①
の
住
宅
に
住
所
を
有
す

る
方

③ 

平
成
29
年
度
の
住
民
税
が
非
課

税
の
世
帯
の
方

④ 

次
の
ア
～
エ
に
該
当
す
る
方
の

み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
方

　
ア  

高
齢
者
（
65
歳
以
上
の
方
）

　
イ  

障
が
い
者

　
ウ  

中
学
生
以
下
の
子
ど
も

　
エ  

ウ
の
母

【
補
助
金
の
内
容
】

　
平
成
29
年
度
中
に
か
か
っ
た
経

費
の
２
分
の
１
を
、
一
世
帯
に
つ

き
４
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま

高
齢
者
世
帯
等

　除
雪
費
補
助
事
業

平
成
30
年
度
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
入
会
募
集

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
郵

送
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

請
で
き
ま
す
が
、
一
部
申
請
方
法

が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

【
郵
送
申
請
】

　「
通
知
カ
ー
ド
」
お
よ
び
「
個

人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」
と

一
緒
に
送
付
し
て
い
る
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
送
付
用
封
筒

の
差
出
有
効
期
間
が
平
成
29
年
10

月
４
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平

成
31
年
５
月
31
日
ま
で
切
手
を
貼

ら
ず
に
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま

す
。

子
ど
も
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
４

　
平
成
30
年
度
の
児
童
ク
ラ
ブ
の

入
会
募
集
を
行
い
ま
す
。

【
入
会
の
基
準
】

　
原
則
と
し
て
、
保
護
者
が
労
働

等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小

学
校
に
就
学
し
て
い
る
児
童
と
し

ま
す
。（
受
け
入
れ
に
余
裕
が
な

い
場
合
は
、
お
断
り
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
）

【
募
集
期
間
】

　
１
次
募
集
期
間
：
12
月
１
日
㈮

か
ら
１
月
12
日
㈮
ま
で

※ 

右
記
期
間
後
も
都
度
入
会
申
込

受
付
を
行
い
ま
す
が
、
利
用
希

望
の
方
は
早
め
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】

　
各
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は
所
管
の

総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
に
備

え
付
け
の
入
会
申
請
書

4

4

4

4

4

、
就
労
証

4

4

4

明
書
等

4

4

4

を
所
定
の
提
出
先
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

各
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

【
そ
の
他
】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
申
請
の
変
更
点

料金受取人払郵便

川崎東局
承　　認

2

（切手を貼らずにお出しください）

差出有効期間
平成29年10月
4日まで

【
ネ
ッ
ト
申
請
】

　
ご
自
宅
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
が
な
い
場
合
、
市
役
所
市
民
生

活
課
お
よ
び
各
総
合
セ
ン
タ
ー
市

民
福
祉
課
で
も
交
付
申
請
が
で
き

ま
す
。

☞

　
児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
開
設
時

間
、
使
用
料
等
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
児
童

ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
政
策
課
ま
た
は

所
管
の
総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉

課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書

・
領
収
書
の
原
本

・ 

申
請
者
の
通
帳
の
コ
ピ
ー
（
補

助
金
を
受
け
取
る
金
融
機
関
口

座
）

【
申
請
期
間
・
手
続
】

　
平
成
30
年
３
月
30
日
㈮
ま
で
に

各
総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
健
康
福
祉
総
務
課
ま
た
は
各
総

合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課

※ 

い
ず
れ
の
場
合
も
申
請
か
ら

カ
ー
ド
到
着
ま
で
１
ヵ
月
程
度

か
か
り
ま
す
。

【問い合わせ】市外局番はいずれも（0854）です。

大 東 町

ちゃれんじクラブ ☎43－6848

子 ど も 政 策 課 ☎40－1044

学童クラブキリカ ☎43－3129
海潮児童クラブ ☎43－2705
すずらんアットホーム ☎43－2250

加 茂 町 加茂児童クラブ ☎49－8355

木 次 町
きすき児童クラブ ☎42－1036
寺領児童クラブ ☎42－1188
斐伊児童クラブ 木次総合センター市民福祉課 ☎40－1083

三刀屋町 三刀屋放課後児童クラブ 三刀屋総合センター市民福祉課 ☎45－9501
掛 合 町 かけや児童クラブ 掛合総合センター市民福祉課 ☎62－0056



健
康
づ
く
り
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
０

　
麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
混
合
）

２
期
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
４
月
・
10
月
に
対
象
者
へ
通
知

を
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
接
種
を
受

け
て
い
な
い
方
は
早
め
に
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

　
５
歳
以
上
７
歳
未
満
の
方
で
小

学
校
就
学
前
１
年
間
の
方
（
平
成

23
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
24
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

【
接
種
期
間
】

　
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

【
接
種
方
法
】

　
市
内
医
療
機
関
に
各
自
で
予
約

後
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
当
日
の
持
参
品
】

　
母
子
健
康
手
帳
、
麻
し
ん
・
風

し
ん
（
Ｍ
Ｒ
混
合
）
２
期
予
診
票

【
費
用
】

　
無
料
。
た
だ
し
、
定
め
ら
れ
た

期
間
を
過
ぎ
る
と
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
が
は
し
か
や
風
し
ん

水
道
局�

営
業
課

☎
０
８
５
４-

42-

５
３
２
２

　
こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、
降
雪
に

よ
っ
て
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
位
置
が
分
か
ら
な
く
な
り
、

麻
し
ん
風
し
ん
２
期
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

冬
季
の
水
道
メ
ー
タ
ー

検
針
に
つ
い
て
の
お
願
い

環
境
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
3

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の

飼
い
主
は
年
１
回
、
飼
っ
て
い
る

犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
接
種
す

る
こ
と
と
、
接
種
し
た
こ
と
を
市

へ
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

狂
犬
病
予
防
注
射
の

見
直
し

に
か
か
ら
な
い
た
め
に
、麻
し
ん
・

風
し
ん
の
予
防
接
種
は
１
歳
時
に

１
回
、
小
学
校
就
学
前
に
１
回
の

計
２
回
接
種
し
ま
し
ょ
う
。
確
実

に
免
疫
を
つ
け
る
た
め
に
、
推
奨

さ
れ
た
期
間
で
接
種
し
ま
し
ょ

う
。

※ 

予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、

健
康
づ
く
り
政
策
課
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

メ
ー
タ
ー
検
針
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
毎

月
１
日
か
ら
７
日
の
間
に
行
っ
て

い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎ 

降
雪
時
に
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
付
近
の
除
雪
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎ 

普
段
か
ら
、
水
道
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、
物
な
ど

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
接
種
機
会
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
長
年
、

島
根
県
獣
医
師
会
の
推
薦
を
受
け

て
派
遣
さ
れ
る
獣
医
師
と
と
も

に
、
４
月
に
集
会
施
設
や
公
会
所

な
ど
地
域
を
き
め
細
か
く
回
る
集

合
注
射
と
６
月
に
未
接
種
犬
を
対

象
と
し
て
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

行
う
補
足
注
射
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
、
補
足
注
射
に

お
け
る
接
種
犬
の
数
が
大
き
く
減

少
し
て
き
て
お
り
、
制
度
の
維
持

が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、制
度
の
見
直
し
を
行
い
、

平
成
30
年
度
よ
り
補
足
注
射
を
廃

止
し
、
集
合
注
射
の
み
と
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
な
お
、
市
の
集
合
注
射
を
利
用

さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
市
内
外

の
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射

の
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
市

窓
口
へ
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

22市報うんなん No.157

健
康
づ
く
り
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
０

　
薬
は
正
し
く
使
っ
て
い
て
も
、

副
作
用
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
万
一
、
入
院
治
療
が
必
要

に
な
る
ほ
ど
の
健
康
被
害
が
起
き

た
と
き
、
民
法
で
は
そ
の
賠
償
責

任
を
追
及
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

た
と
え
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
て

も
多
大
な
労
力
と
時
間
を
費
や
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
制

度
は
、
医
薬
品
等
を
適
正
に
使
用

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
発
生
し
た
副

作
用
に
よ
る
健
康
被
害
を
受
け
た

方
に
対
し
て
、
医
療
費
等
の
給
付

を
行
い
、
被
害
を
受
け
た
方
の
迅

速
な
救
済
を
行
う
制
度
で
す
。

薬
を
使
う
す
べ
て
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
制
度
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
救
済
制
度
相
談
窓
口
　
独
立
行

医
薬
品
副
作
用
被
害

救
済
制
度

健
康
づ
く
り
政
策
課

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
４
０

　
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
（
二
種

混
合
）
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
接
種
期
間
は
３
月
末
ま
で
で

す
。
ま
だ
接
種
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
早
め
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

【
対
象
者
】

　
今
年
度
小
学
６
年
生
の
方
（
平

成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）

【
接
種
期
間
】

　
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

【
接
種
方
法
】

　
市
内
医
療
機
関
に
各
自
で
予
約

後
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
当
日
の
持
参
品
】

　
母
子
健
康
手
帳
、ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
（
二
種
混
合
）
予
診
票

【
費
用
】

　
無
料
。
た
だ
し
、
定
め
ら
れ
た

期
間
を
過
ぎ
る
と
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

※ 

二
種
混
合
予
防
接
種
は
三
種
混

合
１
期
ま
た
は
四
種
混
合
１
期

の
予
防
接
種
が
規
定
通
り
に
終

了
し
て
い
な
い
と
効
果
が
期
待

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
母
子
健
康
手
帳
で
確
認
く

二
種
混
合
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う

だ
さ
い
。

※ 

予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、

健
康
づ
く
り
政
策
課
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

政
法
人 

医
薬
品
医
療
機
器
総
合

機
構☎

０
１
２
０-

１
４
９-

９
３
１

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

◆
市
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
12
月
5
日
㈫
か
ら
12
月
12
日
㈫

17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
12
月
１
日
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
よ
び
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ

ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

◆
県
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム

建
設
工
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
3

～
道
路
の
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
～

◆�

公
社
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
（
グ

ラ
ン
デ
・
ベ
ル
ポ
ー
ト
等
）
空

家
入
居
者

【
募
集
期
間
】
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
島
根

県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
随
時
掲
載
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

　
８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

　
☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

市
営
・
県
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

道
路
除
雪
の
お
願
い

債
権
管
理
対
策
課

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
３
５

共
同
公
売
会
と
は

　
島
根
県
と
市
町
村
が
、
県
税
・

市
税
等
の
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ

え
た
財
産
を
入
札
方
式
に
よ
り
売

却
す
る
も
の
で
す
。

【
参
加
資
格
】

　
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
成
人
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

簡
単
な
手
続
き
で
入
札
参
加
で
き

ま
す
。（
未
成
年
の
方
は
、
保
護

者
の
方
と
同
伴
で
参
加
く
だ
さ

い
）

　
落
札
物
件
は
当
日
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い
。

【
入
札
に
必
要
な
も
の
】

　
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
、

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
必
要

で
す
。

【
日
時
】

　
12
月
10
日
㈰
10
時
か
ら
13
時
ま

で【場
所
】

　
島
根
県
松
江
合
同
庁
舎
２
階
講
堂

（
松
江
市
東
津
田
町
１
７
４
１-

１
）

【
落
札
者
の
決
定
】

　
12
月
10
日
㈰
14
時
30
分

【
代
金
の
支
払
期
限
】

　
12
月
10
日
㈰
15
時

共
同
公
売
会
開
催

【
申
し
込
み
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
に
備

え
る
申
込
用
紙
に
所
定
の
事
項

を
記
入
し
、必
要
な
書
類
等（
住

民
票
・
所
得
課
税
証
明
書
等
）

を
確
認
の
う
え
、
直
接
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
先
着
順
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

の
伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
伐
採
に
伴
い
、
道
路
へ
の

影
響
が
危
惧
さ
れ
る
場
合
は
、

道
路
管
理
者
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　 

ま
た
、
道
路
巡
回
に
よ
り
道

路
区
域
外
か
ら
の
樹
木
、
竹
等

の
倒
れ
込
み
を
発
見
し
た
場
合

は
、通
行
の
安
全
確
保
の
た
め
、

伐
採
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
江
自
動
車
道
（
無
料
区
間
）
に

つ
い
て

　
国
土
交
通
省
三
次
河
川
国
道
事
務
所

　
☎
０
８
２
４-

63-

４
１
２
１

松
江
自
動
車
道
（
有
料
区
間
）
に

つ
い
て

　
西
日
本
高
速
㈱
中
国
支
社

　
　
　
　
松
江
高
速
道
路
事
務
所

　
☎
０
８
５
２-

62-

９
２
３
０

国
道
54
号
に
つ
い
て

　
国
土
交
通
省
頓
原
維
持
出
張
所

　
☎
０
８
５
４-

72-

０
０
０
４

国
道
１
８
４
号
、
国
道
３
１
４
号

お
よ
び
県
道
に
つ
い
て

　
雲
南
県
土
整
備
事
務
所
維
持
課

　
☎
０
８
５
４-

42-

９
６
０
１

市
道
に
つ
い
て

　
建
設
工
務
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
３

　
今
年
も
雪
が
降
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
積
雪
状
況
に
よ
り
除
雪

作
業
を
行
い
ま
す
が
、
除
雪
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
、
次
の
点

に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

・ 

自
動
車
の
路
上
駐
車
お
よ
び
資

材
等
の
放
置
は
絶
対
に
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。（
除
雪
作
業
の

妨
げ
に
な
り
ま
す
！
）

・ 

除
雪
車
通
過
後
の
出
入
口
等
の

雪
は
、
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た

だ
き
排
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・ 

道
の
駅
や
除
雪
車
回
転
場
へ
の

長
期
間
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

・ 

側
溝
の
フ
タ
を
取
り
、
投
雪
し

た
場
合
は
、
作
業
後
必
ず
速
や

か
に
フ
タ
を
元
通
り
に
し
て
く

だ
さ
い
。（
誤
っ
て
人
が
落
ち

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
！
）

・ 

除
雪
は
夜
間
・
早
朝
に
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
外
出
さ

れ
る
際
は
、
反
射
タ
ス
キ
等
の

反
射
材
を
着
用
し
事
故
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・ 

除
雪
作
業
は
主
要
幹
線
道
路

（
国
道
・
バ
ス
路
線
等
）
を
優

先
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

・ 

道
路
区
域
外
か
ら
樹
木
・
竹
等

が
倒
れ
込
み
、
通
行
に
支
障
を

来
す
事
例
が
例
年
発
生
し
て
い

ま
す
。
事
前
に
土
地
所
有
者
で
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毎月第３日曜日は
うんなん家庭の日

社会教育課　☎0854-40-1073

雲（うん）と遊ぼう!! 南（なん）でも話そう!!

月 日12 17
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農
政
課

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
５
１

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
５
４-

40-
１
０
９
２

　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
定

め
る
農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
転

用
す
る
場
合
は
、
ま
ず
県
知
事
に

対
す
る
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

農
用
地
区
域
へ
の
編
入
や
農
業
用

施
設
等
の
用
地
と
し
て
用
途
を
変

更
す
る
場
合
も
同
様
に
手
続
き
が

必
要
で
す
。
　

■
農
用
地
区
域
と
は

　
島
根
県
で
は
、
将
来
に
わ
た
り

農
業
の
振
興
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
地
域
を
「
農
業
振

興
地
域
」
と
し
て
定
め
て
お
り
、

そ
の
区
域
内
の
農
地
を
農
用
地
区

農
用
地
区
域
変
更
申
請

は
１
月
31
日
ま
で
に

域
と
い
い
ま
す
。

■
農
地
転
用
と
は

　
農
地
を
住
宅
用
地
や
駐
車
場
、

墓
地
な
ど
の
農
地
以
外
の
用
途
に

す
る
こ
と
を
「
転
用
」
と
い
い
ま

す
。こ
の
転
用
を
す
る
た
め
に
は
、

農
地
法
等
、
関
係
法
令
の
許
可
が

必
要
で
す
。

　
自
分
の
農
地
で
あ
っ
て
も
自
由

に
転
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

し
、
ど
こ
で
も
許
可
が
得
ら
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

■
農
用
地
区
域
内
で
の
転
用
に
は

　
農
用
地
区
域
内
で
や
む
を
得
ず

転
用
す
る
場
合
は
、「
農
用
地
区

域
か
ら
の
除
外
」
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
転
用
を
計
画
し
て
い
る
方
は
、

事
前
に
農
政
課
、
農
業
委
員
会
事

務
局
、
地
元
農
業
委
員
ま
た
は
推

進
員
へ
相
談
し
、
除
外
手
続
き
が

必
要
か
ど
う
か
確
認
の
う
え
、
手

続
き
が
必
要
な
場
合
は
除
外
申
請

書
を
農
政
課
ま
た
は
各
総
合
セ
ン

タ
ー
自
治
振
興
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
除
外
申
請
の
時
期
は

　
市
で
の
除
外
等
申
請
の
受
付

は
、
毎
年
７
月
末
と
１
月
末
の
年

２
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
受
付

後
、
県
と
の
協
議
等
を
経
て
手
続

き
が
完
了
す
る
ま
で
概
ね
６
ヵ
月

必
要
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　
加
え
て
、
除
外
完
了
後
か
ら
転

社
会
教
育
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
７
３

　
放
送
大
学
で
は
平
成
30
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ

通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。

　
出
願
期
間
に
つ
い
て
は
、
第
１

回
は
２
月
28
日
ま
で
、
第
２
回
は

３
月
20
日
ま
で
で
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。

　
お
気
軽
に
放
送
大
学
島
根
学
習

放
送
大
学
４
月
生

募
集

セ
ン
タ
ー
へ
請
求
く
だ
さ
い
。
放

送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

入
学
説
明
会
・
相
談
会（松

江
会
場
）

【
日
時
】

　
12
月
17
日
㈰
、
２
月
４
日
㈰
、

３
月
10
日
㈯ 

10
時
か
ら
と
14
時

か
ら
の
２
回

【
場
所
】

　
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
（
ス

テ
ィ
ッ
ク
ビ
ル
４
階
）

12 19月 日

毎月１９日は食 育 日の

用
許
可
ま
で
も
か
な
り
の
日
数
を

要
し
ま
す
の
で
、
転
用
の
計
画
が

あ
る
方
は
早
め
に
相
談
・
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
等
の

相
談
は
農
政
課
で
、
農
地
転
用
・

農
地
の
売
買
・
貸
し
借
り
等
の
相

談
は
農
業
委
員
会
事
務
局
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

税務署で年明けから所得税の還付申告の
受け付けが始まります

税務課 0854-40-1034

　所得税の確定申告書の提出は、毎年2月16日から3月15日ま
でと定められていますが、還付のための申告書は 1月 1日か
ら税務署に提出することができます。
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」では、
金額等を入力することにより、税額などが自動計算され、申
告書を作成することができます。作成したデータは電子申告
（e-Tax）を利用するか、申告書を印刷して税務署に郵送等で
提出してください。
　確定申告の期間中、会場は非常に混み合います。また、確定
申告期間前に還付申告書を提出すると還付金が早く受け取れま
す。還付申告必要書類が揃いましたらお早めに申告されますよ
うご案内いたします。
　詳細は大東税務署（☎ 0854-43-2360）へ問い合わせくだ
さい。

入
学
説
明
会
・
相
談
会（出

雲
会
場
）

【
日
時
】

　
12
月
10
日
㈰
13
時
か
ら
14
時
30

分
ま
で

　
２
月
18
日
㈰
15
時
15
分
か
ら
17

時
ま
で

【
場
所
】

　
出
雲
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　　　　雲南市では、産業振興の一環として、市内における
　　　新商品開発の取り組みを「新商品開発及び販路拡大事
　　業補助金」によって支援しています。
　本補助金を活用して開発された新商品を、市民の皆さんへ
広くお知らせするため、順次紹介していきます。

新商品
特集

シリーズ09
【問い合わせ】商工振興課 ☎0854-40-1052

40g（1パック4g×10袋入り）

750円（税込）

自社店舗、道の駅「さくらの里きすき」「たたらば壱番地」、モリモリ奥出雲（イオ
ン松江店）　等

商品紹介

内 容 量

価　　格

販　　売

　加茂町で栽培しているエゴマの生葉を使用した茶
葉です。エゴマは、血流や高血圧の改善・脳細胞の
活性化などに効果があると言われる「α - リノレン
酸」や多種類の抗酸化物質を含んでおり、その栄養
成分が最も充実するとされる開花直前の若葉を手摘
み・乾燥・精選し、独自の甘みと香りを持った粉末
茶に加工しました。
　使用しやすい小袋をパック詰めし、長期間お楽し
みいただけるよう密封することで保存期間は１年間
を実現しましたので、ぜひお買い求めください。
※現在、商標登録申請中です。

株式会社　加茂遊学ファーム     

㈱加茂遊学ファーム
えごま若葉茶

☆自衛官候補生（陸上・海上・航空自衛隊）
　採用と同時に陸・海・空自衛官候補生に任命されます。自衛官候補生として３ヵ月間の教育訓練を修了
した後、２等陸・海・空士に任用されます。任用期間は、陸上自衛官は、１年９ヵ月、海上・航空自衛官
は２年９ヵ月を１任期として任用されますが、引続き勤務を希望する場合は、選考により２年を任期とし
て継続任用されます。
　【募集種目】男性　自衛官候補生
　【応募資格】日本国籍を有し、採用予定月の１日現在18歳以上27歳未満の方
　【応募期間】第10回目　平成30年１月15日㈪～２月２日㈮
　	 　　　第11回目　平成30年２月５日㈪～２月23日㈮　
　【試験期日】第10回目　平成30年２月３日㈯
　	 　　　第11回目　平成30年２月 24日㈯　
　【試験会場】陸上自衛隊出雲駐屯地（出雲市松寄下町 1142-1）
　【試験科目】筆記試験（国語・数学・社会・作文）・口述試験・適性検査・身体検査
　【採用予定日】採用予定通知書でお知らせします。

自衛官等募集 自衛隊島根地方協力本部 0852-21-0015
http://www.mod.go.jp/pco/shimane 自衛隊島根
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雲南市産業振興センター 0854-40-1052

長寿障がい福祉課  0854-40-1042

事業承継 個別相談会

12月3日（日）～12月9日（土）は『障害者週間』です!!

　事業を営む経営者にとって、避けて通れないのが「事業承継」の問題です。
　また、事業承継は、承継を決断してから実現するまでに相当な期間を要するため、いざ承継となったと
きに慌てないためにも、計画的な準備が大切です。
　そこで、雲南市商工会と雲南市産業振興センターでは、市内事業者の皆様の事業承継に向けた取り組み
が円滑にすすむよう、事業承継に係る個別相談会を開催します。
　この相談会では、公認会計士・税理士および司法書士を迎え、主に税務・法務に係るお困りごとに分か
りやすく対応しますので、お気軽に相談ください。

◎事業承継 個別相談会
【日　　時】12月4日㈪		13時～18時30分
【会　　場】雲南市商工会	本所	２階研修室
【対　　象】市内で事業を営む現経営者、後継者、経理担当者など
【料　　金】無料
【内　　容】主に税務・法務を中心に、事業用資産や債権債務の承継、経営権の分散防止への対応か
　　　　　　　ら日常の些細な課題まで、承継に係るさまざまなお困りごとの相談

【相 談 員】周
す
藤
とう
智
ともゆき
之	公認会計士・税理士（みらいサポート税理士法人）

　　　　　　中
なかむら
村　誠

まこと
	司法書士（中村司法書士事務所）

【申し込み】希望の方は、雲南市商工会（☎ 0854-45-2405）へ事前に連絡ください。面談時間は
　　　　　	相談により設定させていただきます。

【そ　の　他】相談は秘密厳守で承ります。

　『障害者週間』は、平成16年６月の障害者基本法の改正により、国民の間に広く障がい者の福祉につい
ての関心と理解を深めるとともに、障がい者が社会、経済、文化、その他あらゆる分野の活動に積極的に
参加する意欲を高めることを目的として、従来の“障害者の日”（12月9日）に代わるものとして設定さ
れました。
　障がいのある人もない人も、互いに、その人らしさを認め合いながら、共に生きる社会をつくることを
今一度、振り返る機会にしましょう。

■障がい者のための市内相談支援事業所は下記のとおりです。
　相談支援専門員が相談に応じます。気軽に相談ください。

※１　雲南市は、基幹相談支援センターを雲南ひまわり福祉会（きすき相談支援センターおれんじ）に委託しています。
　障がい者の方はもちろん、そのご家族、関係者の皆さんからの相談を受けたり、各事業所との調整をしたり、雲南
　市の障がい福祉のために、日々活動を行っています。

事業所名 住　所 電話番号（０８５４）
相談支援事業所　あおぞら 大東町仁和寺９３５－１ ４３－９５５５　
かも社会就労センター障害者相談支援事業所 加茂町宇治２５３－１ ４９－８１２５　
きすき相談支援センター　おれんじ※１ 木次町東日登３５１－５ ４７－７１０１
指定相談支援事業所　そよかぜ館 木次町下熊谷１２５９－１ ４２－８０１１
相談支援事業所　ふれんど 木次町新市３ ４２－８２５５
相談支援事業所　みとや 三刀屋町三刀屋１２１２－３ ４５－５５３３
障害者相談支援事業所　山楽園 掛合町松笠２１５４－１ ６２－１５００
障害者相談支援事業所　未来の華 掛合町入間２８０－３ ６２－１８８０
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健康づくり政策課 0854-40-1040特定不妊治療費助成制度
　市では、不妊治療を受けようとする夫婦の精神的・経済的負担の軽減を図ることを目的として、特定不
妊治療（体外受精・顕微授精）にかかる費用を一部助成する事業を行っています。
　なお、この制度は平成29年10月１日付けで改正しており、平成29年4月 1日以降に終了した治療分に
ついては、下記の内容が適用されます。

・島根県特定不妊治療費助成事業により島根県知事から助成決定を受けていること
・戸籍上の婚姻関係であって、申請時に夫婦もしくはいずれかが市内に住所を有していること

・�１夫婦に対し、当該夫婦が島根県等特定不妊治療費助成事業による当該補助額を控除した額の２
分の１以内とし、１夫婦１回の治療につき７万５千円までを上限とします。
・男性不妊治療を行った場合、１回の治療につき５万円までを上限とします。（新規追加）
　（※確定申告の際には、助成金額を差し引いたものが医療費控除の対象となります。）

・年齢要件：治療開始日時点での妻の年齢が43歳未満に限ります。
・助成回数：初回の申請にかかる治療の開始日時点で妻の年齢が
　　　　　　40歳未満　　　　　�→　通算６回まで
　　　　　　40歳以上43歳未満　�→　通算３回まで

　島根県特定不妊治療費助成の交付決定を受けた後に、治療を受けた領収書等下記のものを健康づ
くり政策課へ持参または郵送してください。なお、申請は島根県の交付決定を受けた日の属する年
度内に申請してください。

　①特定不妊治療費助成金交付申請書
　②島根県が発行した特定不妊治療費助成事業承認決定通知書（原本）
　③島根県に提出した特定不妊治療費助成事業受診等証明書（写し）
　④医療機関が発行した特定不妊治療費に関わる領収書および明細書（原本）
　⑤夫および妻の住所を確認できる書類（住民票等）

※�①の様式は、健康づくり政策課に備え付けてあります。
　また、市ホームページからもダウンロードができます。

対象者

助 成 額

助成の対象範囲

申請方法

次の要件をすべて満たす夫婦

（※県の助成事業内容に準じています）

受けられましたか？ 後期高齢者歯科口腔健診

　食べ物をかむ、飲み込むなどの口腔機能や栄養状態を知り、健康でイキイキとした生活を送るために、
健診を受けましょう！
【対象者】平成29年度に76歳～ 85歳になられる方
【期　間】12月31日まで
【費　用】無料       ※対象者には個別通知をしています。

健康推進課�0854-40-1045
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　本年６月よりＪＲ西日本の「T
ト ワ イ ラ イ ト
WILIGHT		E

エ ク ス プ レ ス
XPRESS瑞風」の運行がはじまり、「西日本の原風景を堪能する旅」

がテーマとなっている２泊３日の山陰・山陽コース（周遊）の二日目は「たたら製鉄の遺構と茶の湯文化・松
江の探訪」と題し、雲南市への立ち寄り観光に訪れておられます。
　雲南市に良い印象を持っていただき、雲南市のＰＲや再来訪を促すため、雲南市としては市民の皆さんの「手
ふり・旗ふり」を推進しています。皆さんのご協力のおかげで大変ご好評をいただき、乗客の方々からは「現
地の方々の手厚い歓迎には大変驚きました。うれしく感謝の気持ちでいっぱいです」などの感想が多数寄せら
れています。また、雲南市内の立ち寄り地についてもすべて高評価をいただいているところです。
　第３期（12～２月）の日程が決定しましたので、引き続き積極的に「手ふり・旗ふり」をお願いします。なお、
小旗の用紙が必要な場合は、観光振興課へ相談ください。

12月７日、14日、21日、２月15日、22日、3月1日
　　※12月28日～２月８日は運休
　　※第４期（３月以降）につきましては改めて案内します。
　　※道路状況等により時間が前後する場合があります。

「瑞風バス」に手をふろう！ 観光振興課 0854-40-1054

立ち寄り観光
第３期（12～2月）

予定日(木曜日)

立ち寄り観光 行  程

８：30頃 「TWILIGHT EXPRESS瑞風」（宍道駅着）
宍道駅～国道54号～三刀屋木次ＩＣ～
吉田掛合ＩＣ

９：30頃
●菅谷たたら山内【見学】

10：00頃

10：10頃
●田部家邸内、土蔵群【見学】

11：15頃
吉田掛合ＩＣ～三刀屋木次ＩＣ～木次
大橋～日登

11：50頃
●食の杜「茅葺の家」【昼食】

13：00頃

13：00頃

↓ 広域農道～県道松江木次線
13：30頃 ●「神楽の宿」出雲神楽【鑑賞】

●日本初之宮「須我神社」【参拝】
14：30頃
↓ 県道松江木次線～

15：10頃
●明々庵

16：20頃

↓

17：00頃 「TWILIGHT EXPRESS 瑞風」
（松江駅発）
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ご存知ですか？ 年金受給者の確定申告不要制度 税務課		0854-40-1034

　年金受給者の皆さんの申告手続の負担を減らすため、公的年金等に係る「確定申告不要制度」が設けられていま
す。これにより、公的年金等による収入が400万円以下で一定の要件を満たす場合には、確定申告を行う必要があ
りません。この制度について紹介します。

確定申告不要制度の対象者は、次のいずれにも該当する方です。

※1	公的年金等とは
　　国民年金や厚生年金、確定給付企業年金契約に基づいて支給を
　　受ける年金　など
※2	公的年金等以外の所得とは
　　給与所得、農業所得、個人年金、生命保険の満期返戻金　など

公的年金等以外の所得金額※２が20万円以下
１

２

公的年金等※１の収入金額の合計額が400万円以下

ただし、医療費控除や、生命保険
料控除の適用を受ける場合は、確
定申告または市民税申告が必要と
なります。

公的年金等の収入金額（２ヵ所以上ある場合は合計額）が

400万円以下

公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が

20万円以下

確定申告は不要確定申告が必要

い
い
え

い
い
え

は
い

は
い

	業　務　　　　　　　　	　　　	　　月　日　　12/28㈭ 12/29㈮ 12/30㈯ 12/31㈰ 1/1㈪ 1/2㈫ 1/3㈬ 1/4㈭
市役所　☎0854－40－1000 ○ × 休　　業 ○

ご
　み
　収
　集
　

可燃ごみ
　雲南エネルギーセンター
　☎0854-49-6332

大 東 町
○ × 休　　業 ○

加 茂 町

木 次 町
× ○ 休　　業 ×

三刀屋町

不燃ごみ
　リサイクルプラザ
　☎0854-42-3391

大 東 町

「ごみの収集カレ
ンダー」のとおり 休　　業

「ごみの
収集カレ
ンダー」
のとおり

加 茂 町

木 次 町

三刀屋町

可燃ごみ
　いいしクリーンセンター
　☎ 0854-72-9217

吉 田 町
○ × 休　　業 ○

掛 合 町

三刀屋火葬場　☎0854－45－3242 ○ ○ ○ ○ 休　　業 ○ ○
※1　ごみの直接持込みは、年末は、各施設とも12月29日㈮まで受け付けます。年始は、各施設とも1月4日㈭から受け付けます。
※ 2　年明け可燃ごみ収集は、大東町・加茂町・吉田町・掛合町が 1月4日㈭からです。木次町・三刀屋町が1月5日㈮からです。
※ 3　年末年始の不燃ごみ収集は、各戸に配布の収集カレンダーのとおり行います。

年末年始の業務については、下表のとおりです。

年末年始の休業日
総務課（市役所）	 0854-40-1031
市民生活課（三刀屋火葬場）	 0854-40-1031	
環境政策課（ごみ収集）	 0854-40-1033
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【受付期間】12月1日㈮～12月22日㈮	※期限厳守でお願いします。

問い合わせ（局番 0854）
総合センター市民福祉課 平成30年度　保育所・認定こども園

大　東　　☎43－8162

・大東保育園　　　　　　　　　　☎ 43－6132
・かもめ保育園　　　　　　　　　☎ 43－5028
・あおぞら保育園　　　　　　　　☎ 43－3129（私立）
・あおぞら保育園（乳児分園）  　　☎ 43－3129（私立）

加　茂　　☎49－8612
・加茂こども園　　　　　　　　　☎ 49－6760
・たちばら保育園　　　　　　　　☎ 49－8122（私立）
・みなみかも保育園　　　　　　　☎ 47－7037（私立）　　※新設

木　次　　☎40－1083
・木次こども園　　　　　　　　　☎ 42－2341
・斐伊保育所　　　　　　　　　　☎ 42－1008
・四ツ葉学園保育所　　　　　　　☎ 42－0616（私立）

三刀屋　　☎45－9501 ・三刀屋保育所　　　　　　　　　☎ 45－2651

吉　田　　☎74－0215 ・吉田保育所　　　　　　　　　　☎ 74－0330
・田井保育所　　　　　　　　　　☎ 75－0201

掛　合　　☎62－0056 ・掛合保育所　　　　　　　　　　☎ 62－9900

子ども政策課
　　　　　☎40－1044

・大東こども園　　　　　　　　　☎ 43－2710
・海潮こども園　　　　　　　　　☎ 43－2298
・斐伊こども園　　　　　　　　　☎ 42－2130
・三刀屋こども園　　　　　　　　☎ 45－2168
・市外の保育所、認定こども園　　

問い合わせ（局番 0854）
大東こども園 ☎ 43－2710 加茂こども園 ☎ 49－6761 西日登幼稚園 ☎ 42－0875
西 こ ど も 園 ☎ 43－6005 木次こども園 ☎ 42－2173 三刀屋こども園 ☎ 45－2168
佐 世 幼 稚 園 ☎ 43－2817 斐伊こども園 ☎ 42－2130 鍋 山 幼 稚 園 ☎ 45－3762
海潮こども園 ☎ 43－2298 寺 領 幼 稚 園 ☎ 42－0870

〇新規入園
　子ども政策課、総合センター市民福祉課および幼稚園等に備え付けの「支給認定申請書兼入園申込書」を子
ども政策課または総合センター市民福祉課へ提出してください。
　市ホームページまたは子育てポータルサイトから様式をダウンロードすることもできます。
　※平成29年１月１日現在で雲南市に住民票がない方は、課税証明書の提出が必要となります。
〇継続入園
　継続入園に関する手続きはありません。新しく認定こども園となる西こども園で引き続き幼稚園利用される
場合も手続きはありません。

幼稚園・認定こども園（幼稚園利用）

※西幼稚園は平成30年度から西こども園に移行する予定です。

【利用申込対象】次の該当期間に出生した幼児

【保育料等】

・５歳児　平成24年４月２日　～　平成25年４月１日
・４歳児　平成25年４月２日　～　平成26年４月１日
・３歳児　平成26年４月２日　～　平成27年４月１日

　保育料については、児童の属する世帯（保護者）の市民税所得割額で算定しますが、４月～８月までは前
年度市民税で算定し、９月以降は当該年度市民税所得割額で再算定します。
　なお、第 3 子以降保育料無料については、これまでどおり実施しますので申請してください。

【申込方法】

平成３０年度　保育所・認定　こども園・幼稚園入所申し込み

吉田保育所は平成30年度から認定こども園に移行する予定です。

子ども政策課 0854-40-1044
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　保育所・認定こども園（以下「保育所等」）での保育は、入所要件に基づき保育の必要性が認められた
場合に行います。入所要件や保育所等の受け入れ対象年齢、保育時間など、詳しくは保育所等管轄の総合
センター市民福祉課または子ども政策課へ問い合せください。
　初めて入所を希望される場合は、保育を必要とする認定申請の手続きも必要となります。
認定区分は、次の３つに区分されます。
　　１号：３歳以上児童幼稚園・認定こども園（幼稚園利用）

　　２号：３歳以上児童保育所・認定こども園（保育所利用）

　　３号：３歳未満児童保育所・認定こども園（保育所利用）

　市外の保育所等への入所については、子ども政策課へ問い合わせください。

保育所・認定こども園（保育所利用）

【保育を必要とする事由】

【申込方法】

【保育料等】

【現況届】

【マイナンバー】

【受付期間】

①就労　②妊娠・出産　③保護者の疾病・障がい　④親族の介護・看護　⑤求職活動　⑥就学など
　　※�「就労」とは、おおむね週に３日以上の勤務で、１日の労働時間が４時間以上（４日以上勤務の場合は労働時間３時間以上）で、

１ヵ月当たりの労働時間が48時間以上であることをいいます。

〇新規入所
　総合センター市民福祉課または子ども政策課に備え付けの「支給認定申請書兼入所申込書」と就労証
明書等の必要書類を保育所等管轄の総合センター市民福祉課または子ども政策課へ提出してください。
保育所等での入所受付・相談はできませんので注意してください。
　市ホームページまたは子育てポータルサイトから様式をダウンロードすることもできます。
　平成30年度中に産後休暇・育児休業が終了し、ただちに職場復帰される方で年度途中から入所を希
望される方も入所予約をすることができますので、お忘れのないように手続きをしてください。
　※平成29年１月１日現在で雲南市に住民票がない方は、課税証明書の提出が必要となります。
〇継続入所
　現在入所中の児童で来年度も引き続き入所を希望される方は、保育所等を通じて入所申込書と必要書
類をお渡ししますので、保育所等へ必要書類を添えて提出してください。
　なお、保育を必要とする事由等に変更がある場合は、総合センター市民福祉課または子ども政策課へ
必要書類を提出してください。

　保育料は、児童の属する世帯（保護者）の市民税所得割額で算定しますが、４月～８月までは前年度
市民税で算定し、９月以降は当該年度市民税で再算定します。
　なお、申請により年度を通じて全ての土曜日を休所される場合の保育料減免や第３子以降保育料無料
については、これまでどおり実施します。

　年度途中に保育所等入所世帯に対し、「世帯の状況」や「保育を必要とする事由」等について確認す
るための「現況届」を提出していただきます（別途案内をします）。

　新規入所の場合は、申込書にマイナンバーの記載が必要となります。申請の際、通知カードおよび本
人確認のため運転免許証等を提示していただきます。

12月1日㈮～12月22日㈮	※期限厳守でお願いします。

平成３０年度　保育所・認定　こども園・幼稚園入所申し込み
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文
部
科
学
省
の
「
外
国
語
教
育
強
化
地
域
拠
点
事
業
」
と
し
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
吉
田
小
学
校
、
田
井
小
学

校
、
吉
田
中
学
校
、
さ
ら
に
は
三
刀
屋
高
等
学
校
が
４
年
間
取
り
組
ん
だ
成
果
発
表
を
10
月
18
日
、
19
日
に
行
い

ま
し
た
。
私
は
10
月
か
ら
遡
る
こ
と
約
８
ヵ
月
前
、
衝
撃
的
と
も
言
え
る
映
像
を
見
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
吉
田
小

学
校
そ
し
て
田
井
小
学
校
の
６
年
生
に
吉
田
中
学
校
の
１
年
生
が
吉
田
中
の
校
舎
を
巡
り
な
が
ら
英
語
で
先
生
や

施
設
、
そ
し
て
学
校
生
活
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
て
い
る
も
の
で
し
た
。

　
６
年
生
が
中
学
生
の
説
明
に
対
し
て
日
本
語
で
説
明
を
受
け
て
い
る
よ
う
な
自
然
体
で
聞
き
入
っ
て
い
る
姿

は
、
私
の
30
数
年
の
教
職
経
験
か
ら
は
想
定
す
ら
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
吉
田
の
子
ど
も
た
ち
の
英
語
力
は
こ

こ
の
レ
ベ
ル
ま
で
達
し
て
い
る
の
か
と
い
う
驚
き
と
感
嘆
の
入
り
混
じ
っ
た
感
動
を
覚
え
た
の
で
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
高
い
英
語
力
を
身
に
つ
け
た
子
ど
も
た
ち
の
授
業
を
大
変
楽
し
み
に
秋
晴
れ
の
吉
田
町
へ
向
か
い

ま
し
た
が
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
た
授
業
に
ま
た
も
や
衝
撃
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
英
語
力
の
高
さ

に
加
え
、
凛
と
し
た
子
ど
も
た
ち
の
授
業
態
度
を
目
の
当
た
り
に
し
た
か
ら
で
し
た
。

　
当
日
は
小
学
校
に
お
け
る
英
語
学
習
へ
の
関
心
の
高
さ
か
ら
、
地
元
吉
田
町
の
皆
さ
ん
も
含
め
３
０
０
人
を
超

え
る
多
く
の
皆
さ
ん
が
授
業
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
参
観
者
に
少
し
も
臆
す
る
こ
と
な
く
、
堂
々
と

そ
し
て
伸
び
伸
び
と
し
た
振
る
舞
い
の
子
ど
も
た
ち
が
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
こ
そ
、

研
究
を
通
し
て
育
て
た
か
っ
た
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
向
け
て
自
ら
の
生
き
方
を
切
り
開
い
て
い
こ
う
と
す
る

心
情
や
態
度
」
で
あ
り
、
全
校
30
人
前
後
で
し
か
な
い
小
さ
な
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
全
国
に
誇
る
大
き
な
成

果
を
残
し
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
三
刀
屋
高
校
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
の
直な

お
や
ま山
木ゆ

う

こ
綿
子
教
科
調
査
官
か
ら
次
の
言
葉

景か
げ

　  

山や
ま

　
　    

明あ
き
ら

外
国
語
科
、
外
国
語
活
動
に
よ
る
成
果

雲
南
市
教
育
長

シリーズ 02「雲南市勤労青少年ホーム」を利用してください！

施設には、音楽室、集会（講習）室、和室、調理室
があります。

利用者が新規にクラブを結成し、自主的にクラブ活動をすることができます。

茶道教室 ・ 華道教室

　入会 ・ 体験学習 常時募集中 !茶道教室（表
おもてせんけ
千家）毎週水曜日　19:30 ～ 21:00

華道教室（小
お
原
はら
流）毎週木曜日　18:30 ～ 20:00

勤労青少年ホームの活動には何があるの？

こんなこともできます！

プチ体験してみませんか？

教養講座（茶道、華道）や、クラブ活動（バレーボール、吹
奏楽、働くママのトーク会ほか）、ボランティア活動などを
行っています。

～木次町にある雲南市勤労青少年ホームについてシリーズで紹介します～

勤労青少年ホーム／〒699-1332��雲南市木次町木次1012-1
　　　　　　　　　TEL :0854-42-5211／FAX:0854-42-2243／E-mail:home@bs.kkm.ne.jp

市内の若者の皆さん、ボランティア活動

に参加してみませんか？

と　き　12月9日(土)13:30～16:00
※終了後、交流会も計画しています！

ところ　特別養護老人ホームさくら苑（木次町）

申　込　勤労青少年ホーム

を
贈
ら
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。「
全
国
的
に
は
、
成
果
発
表
会
で

授
業
公
開
し
な
い
高
校
が
ほ
と
ん
ど
な
な
か
で
、
授
業
公
開
を
さ
れ
た
数

少
な
い
学
校
の
１
つ
で
す
」
こ
の
一
語
を
持
っ
て
、
三
刀
屋
高
校
の
前
向

き
な
姿
勢
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
十
分
伝
わ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
英
語
学
習
は
英
語
力
を
育
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
人
間

性
、
人
間
力
ひ
い
て
は
生
き
る
力
を
育
む
た
め
に
行
う
の
で
あ
り
、
こ
れ
は

英
語
に
限
ら
ず
全
て
の
教
科
、教
育
活
動
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
ま
す
が
、

市
内
の
小
・
中
・
高
の
連
携
し
た
取
組
と
し
て
こ
の
こ
と
を
紹
介
で
き
た
こ

と
を
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
ど
う
か
今
後
と
も
、
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
日
々
懸
命
に
努

力
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
地
域
に
お
け
る
ご
支
援
、
ご
激
励
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

33 市報うんなん No.157

市立図書室の利用案内
三刀屋図書室　“うちらの本箱”（永井隆記念館内）
　電　　話：0854－45－2239
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週月曜日、29日(金) ～ 31日(日)
　おはなし会：２日（土）10:00 ～、13日（水）14:30 ～
　　　　　　三刀屋子育て支援センター　20日（水）10:00 ～
吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

新着の本（抄）
▼鳥

と
谷
や

芳
よし

雄
お
「石

いわ
見
み

銀
ぎん

山
ざん

を読む ―古
こ

図
ず
・絵

え
巻
まき

・旧
きゅう

記
き
・石

せき
州
しゅう

銀
ぎん

―」▼村
むら

山
やま

早
さ

紀
き
「百

ひゃっ
貨
か

の魔法」▼辻
つじ

 仁
ひと

成
なり
「エッ

グマン」▼五
い

十
が

嵐
らし

貴
たか

久
ひさ

「波
は

濤
とう

の城
しろ

」▼川
かわ

上
かみ

弘
ひろ

美
み

「森へ行きましょう」▼さだまさし「やばい老人に
なろう」▼三

み
好
よし

昌
まさ

子
こ

「京
きょう

の縁結び　縁
えん

見
み

屋
や

の娘
むすめ

」▼佐
さ

伯
えき

泰
やす

英
ひで

「空
くう

也
や

十
じゅう

番
ばん

勝
しょう

負
ぶ

青
せい

春
しゅん

篇
へん

３　恨
うら

み残
のこ

さじ」
▼原

はら
田
だ

伊
い

織
おり

「明
めい

治
じ

維
い

新
しん

 司
し

馬
ば

史
し

観
かん

という過
あやま

ち 徹底対論」▼矢
や

野
の

誠
せい

一
いち

「女
おんな

興
こう

行
ぎょう

師
し

 吉
よし

本
もと

せい 浪
なに

花
わ

演
えん

藝
げい

史
し

譚
たん

」▼安
やす

田
だ

浩
こう

一
いち

「学校では教えてくれない差別と排
はい

除
じょ

の話」▼福
ふく

原
はら

秀
しゅう

一
いち

郎
ろう

「警
けい

視
し

庁
ちょう

生
い

きものがかり」
▼野

の
口
ぐち

悠
ゆ

紀
き

雄
お

「異
い

次
じ

元
げん

緩
かん

和
わ

の終
しゅう

焉
えん

　金
きん

融
ゆう

緩
かん

和
わ

政
せい

策
さく

からの出口はあるのか」▼竹
たけ

内
うち

敬
けい

輔
すけ

「お口の育て
方　子どものきれいな歯並び、良い噛み合わせをつくるために」▼日

に
本
ほん

経
けい

済
ざい

新
しん

聞
ぶん

社
しゃ

 編「宅
たく

配
はい

クライ
シス」▼芳

よし
垣
がき

文
ふみ

子
こ

「生きて、もっと歌いたい 片足のアイドル・木
き

村
むら

 唯
ゆい

さん、18年の軌
き

跡
せき

」▼山
やま

中
なか

伸
しん

弥
や

「友情　平
ひら

尾
お

誠
せい

二
じ

と山中伸弥『最後の一年』」▼今
こん

野
の

真
しん

二
じ

「図
ず

説
せつ

 日本の文字」▼小
こ

林
ばやし

聡
さと

美
み

「て
いだん」▼曽

そ
野
の

綾
あや

子
こ

「夫の後
あと

始
し

末
まつ

」▼篠
しの

田
だ

桃
とう

紅
こう

「一〇五歳、死ねないのも困るのよ」▼清
し

水
みず

 健
けん

「笑
顔のママと僕と息子の973日間　シングルファーザーは今日も奮

ふん
闘
とう

中
ちゅう

」▼岸
きし

 惠
けい

子
こ

「愛のかたち」▼
大
おお

竹
たけ

昭
あき

子
こ

「間取りと妄
もう

想
そう

」▼藤
ふじ

岡
おか

大
だい

拙
せつ

「山
やま

中
なか

鹿
しかの

介
すけ

」▼内
うち

田
だ

律
りつ

雄
お

「発掘された出
いず

雲
もの

国
くに

風
ふ

土
ど

記
き

の世界」
▼大

おお
木
き

ゆきの「頑張りすぎな人がまだ知らない勝手に幸せがつづく方法」

木次図書館　　☎0854-42-1021
 12月の休館日  
　毎週月曜日、23日（土・祝）、月末整理休館：28日（木）、
　年末年始休館：29日（金）～１月３日（水）
 イベント案内 
　☆よみかたりのじかん　毎週木曜日　14:30 ～
　☆おはなしレストラン　17日（日）10:30 ～

（整理券が必要です。詳しくは、図書館へ問い合わせください。）

　☆はじめの一歩のおはなし会　24日（日）14:00 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大東図書館　☎0854-43-6131（電話受付：月・水・木[祝日は除く] 9:00～17:00）

　大東図書館は増改築整備のため、下記の日程で長期休館しています。
期間：平成29年４月１日～平成30年６月頃

　皆さんにはご不便をおかけしますが、ご理解ご協力の程よろしくお願いします。
※本の返却は、図書館隣の「大東健康福祉センター・玄関前」にある返却ポストを利用ください。

 イベント案内 
　☆こぐまちゃんくらぶ（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　　　休館に伴い会場を変更し、下記の日程で開催します。
　　会　場：阿用交流センター 図書室
　　開催日：４日（月）、18日（月）10:30 ～
　　※参加された方には、乳幼児向けえほんの貸出も行います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館　　☎0854-49-8739
 12月の休館日  
　毎週木曜日、振替休館：１日（金）、23日（土・祝）、月末整理休館：27日（水）、
　年末年始休館：28日（木）～１月３日（水）
 イベント案内 
　☆絵本のひろば　12日（火）10:30 ～
　　乳幼児と保護者の方が気軽に図書館や本を楽しんでいただく時間です。
　☆おはなしチューリップ
　　� たのしい絵本の会クリスマススペシャル　16日（土）14:00 ～

掛
　合

支援センター (分室：掛合体育館)
分　室 お話の日  １日㈮ 10:30 ～ 11:00

好老センター クリスマス誕生会 ７日㈭（要予約・〆切１日）   9:30 ～ 12:00
問い合わせ先�

▲

掛合子育て支援センター� 080-2909-4713

吉 

田
社協子育てサロン（あいあいクラブ）
吉田健康福祉センター クリスマス会♪ 20日㈬   9:30 ～ 11:30
問い合わせ先�

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所�☎74-0078

三
刀
屋

支援センター　
三刀屋子育て支援

センター クリスマス会（要予約） 14日㈭ 10:00 ～ 11:00

問い合わせ先�

▲

三刀屋子育て支援センター�☎45-9500

木
　次

支援センター

木次子育て支援
センター

ひよこの日　お茶会（要予約）  １日㈮ 10:00 ～
りす・うさぎの日　まつぼっくりツリー作り（要予約）  ５日㈫ 10:00 ～
アレルギー対応料理教室（要予約）  ６日㈬ 10:30 ～
ミュージックケア(年齢不問、要予約）  ８日㈮ 10:00 ～
クリスマス誕生会（誕生児、一般参加者要予約） 15日㈮ 10:30 ～
整体セルフケア講座（要予約） 18日㈪ 10:00 ～
産後ウォーキングレッスン（３～７ヵ月）（要予約） 20日㈬ 10:00 ～
リフレッシュ講座　６ヵ月未満のママ（要予約） 25日㈪ 13:30 ～

教室・相談
木次子育て支援
センター

離乳食教室（９～11ヵ月）（要予約） 12日㈫ 10:30 ～
ベビーマッサージ（３～７ヵ月）（要予約） 26日㈫ 10:00 ～

問い合わせ先�

▲

木次子育て支援センター�☎42-2030

加
　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

お茶会  ４日㈪ 10:00 ～（１時間程度）
たんぽぽひろば
（誕生会＆クリスマスの飾りを作ろう）
※12月生まれのお友達はご予約ください

13日㈬ 10:00 ～（１時間程度）

たんぽぽひろば（鏡もちをつくろう！） 20日㈬ 10:00 ～（１時間程度）
※行事の日も通常利用できます。
※年末年始のお休みは12月30日～１月３日までです。

教室・相談
加茂子育て支援
センター

もぐもぐ教室（５～６ヵ月児対象離乳食教室）  ７日㈭ 10:00 ～（※要予約）
もぐもぐ教室（７～８ヵ月児対象離乳食教室） 14日㈭ 10:00 ～（※要予約）
もぐもぐ教室（９～11ヵ月児対象離乳食教室） 21日㈭ 10:00 ～（※要予約）

問い合わせ先�

▲

加茂子育て支援センター�☎49-8355

大
　東

教室・相談

大東子育て支援
センター

（あおぞら保育園内）

手作り布おもちゃ教室（要予約）  ４日㈪   9:30 ～ 11:30
子育て教室『ボールで遊ぼう』

（あおぞら保育園）  ６日㈬   9:30 ～ 11:30
子育て相談  ８日㈮、22日㈮ 10:00 ～ 16:00
赤ちゃん教室『ボールころころ・
離乳食試食』����（あおぞら保育園） 13日㈬   9:30 ～ 11:30

子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日   9:30 ～ 15:30
よちよち（旧久野幼稚園）  ２日㈯   9:30 ～ 11:30
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター）  ４日㈪   9:30 ～ 11:30
うしお（海潮交流センター）  ８日㈮   9:30 ～ 11:30
「ぽっぽ」のおたのしみ会（佐世幼稚園） 13日㈬ 10:00 ～ 11:00
その他
人形劇団プーク公演『三びきのやぎのがら
がらどん』他　　　　　　　��（古代鉄歌謡館）  ２日㈯ 10:00開演
おおぎっこサークル「クリスマス会」

（大東健康福祉センター） 19日㈫   9:30 ～ 11:30
問い合わせ先�

▲

大東子育て支援センター（あおぞら保育園内）�☎43-9500
　　　　　　�

▲

地域福祉センターおおぎ�☎43-5610

※育児相談、離乳食教室についてはP34をご覧ください。

園（
所
）開
放
日

大�

東

西 幼 稚 園  ５日㈫   9:30 ～ 11:00
大 東 こ ど も 園 12日㈫   9:30 ～ 11:00
大 東 保 育 園 毎週水曜日 試食の予約：前日16:00まで
か も め 保 育 園 毎週金曜日 試食の予約：前日16:00まで
あ お ぞ ら 保 育 園 毎日　試食は金曜のみ 試食の予約：当日9:00まで

加
茂
加 茂 こ ど も 園  ７日㈭   9:30 ～ 12:00（要予約）
た ち ば ら 保 育 園 月曜日～金曜日（平日) 10:00 ～（１時間程度）

木
次
西 日 登 幼 稚 園  ８日㈮   9:00 ～ 10:30
木 次 こ ど も 園 土曜日午後・日曜日

（行事あるときは除く） 開放は園庭のみ
三
刀
屋

三 刀 屋 保 育 所 12日㈫ 10:00 ～（１時間程度）
三 刀 屋 こ ど も 園  ８日㈮   9:00 ～ 10:30
鍋 山 幼 稚 園  ８日㈮   9:00 ～ 10:30

吉
田
吉 田 保 育 所 21日㈭   9:00 ～ 11:30
田 井 保 育 所 20日㈬   9:00 ～ 11:30

掛
合夢の子園 保育所開放日 20日㈬   9:00 ～ 11:00

昼食試食会 20日㈬ 11:00 ～ 12:00（要予約・〆切13日）
問い合わせ先�▶各園（所）または子ども政策課�☎0854-40-1044

子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール12 図書館だより図書館だより月
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◆育児相談
三刀屋子育て支援センター  ４日㈪

9:30 ～
掛合子育て支援センター 13日㈬
加茂子育て支援センター 18日㈪
木次子育て支援センター 22日㈮
大東健康福祉センター 26日㈫
◆妊婦サロン
大東健康福祉センター 26日㈫ 10:00～
◆離乳食教室
加茂健康福祉センター  ５日㈫ 9:30～

◆雲南市議会12月定例会
本会議（開会・施政方針表明・議案上程・説明・質疑）  ８日㈮ 9:30 ～

議　　場本会議（一般質問） 11日㈪～14日㈭ 9:30 ～
予算審査特別委員会 14日㈭ 本会議終了後
産業建設常任委員会 15日㈮ 9:30 ～

全員協議会室教育民生常任委員会 18日㈪ 9:30 ～
総務常任委員会 19日㈫ 9:30 ～
予算審査特別委員会 21日㈭ 9:30 ～
本会議（委員長報告・討論・採決・閉会） 22日㈮ 13:30 ～ 議　　場
※日程は変更する場合があります。

◆結核・肺がん検診（要予約） 受付時間
木次経済文化会館
　チェリヴァホール
　　　　　入り口付近

 ４日㈪   9:00～11:30
13:00～14:30

※詳しくは、雲南市成人健診のしおりをご覧ください。
◆特定健康診査（要予約） 受付時間
木次経済文化会館
チェリヴァホール３階

２日㈯～
４日㈪

  9:00～10:30
13:00～14:00

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター  ７日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 18日㈪ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター 14日㈭ 13:00～（１歳６ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター  ６日㈬ 13:00～（３歳児）

◆その他相談
はじめての子育て講座「親子の絆教室」 下熊谷交流センター  ６日㈬

13日㈬
14:00 ～ 16:00
（要予約）定員20組【問】子ども家庭支援課　☎ 40-1067

認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所  ７日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
こころの健康＆もの忘れ相談 13日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南 13日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
ひとり親家庭法律相談 いきいきプラザ島根 13日㈬ 13:30 ～ 15:30

（要予約）【問】一般財団法人島根県母子寡婦福祉連合会　☎ 0852-32-5920
雲南サロン「陽だまり」 14日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
難病サロン「ひまわり」 15日㈮ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
アルコールによる困りごと相談 18日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
交通事故巡回相談 出雲市役所 21日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
こころのサロン「つくし」 22日㈮ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642

12月の議会　� 【問】議会事務局　☎40-1004

12月の健診・教室など　� 【問】健康推進課　☎40-1045

◆結婚を希望する独身男女のための結婚相談
結婚相談サロン 雲南市役所 3F 相談室 ６、13、20、27日㈬ 10:00 ～ 15:00

Aコープきすき店2F 23日㈯ 10:00 ～ 13:00

　【問】うんなん暮らし推進課　☎40-1014

※内容、場所、日時の順に記載。市外局番は記載のないものはいずれも 0854 です。

◆断酒会
加茂健康福祉センター  ４日㈪ 18:30～20:30
吉田ふるさとセンター  ７日㈭

19:00～21:00大東地域交流センター 12日㈫
下熊谷交流センター 18日㈪
掛合まめなかセンター 20日㈬
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市では、新たな収入確保対策として、有料広告を掲載しています。掲載されている広告の内容などへの問い合わせは、直接広告主へお願いします。
このページへの広告掲載希望の方は、広告代理店 株式会社ホープ（☎092-716-1401）へ問い合わせください。なお、広告内容は市が推奨するものではありません。

広 告 枠

広 告 枠広 告 枠
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人　口･･ 39,338人（－82人）

世帯数･･ 13,834世帯（－14世帯）
平成 29 年 11 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 20,418人（－44人）

男　性･･ 18,920人（－38人）

I N F O R M A T I O N
定例公開講座

紫の風のL
エル

G
ジー

B
ビー

T
ティー

わーくしょっぷ喫
きっ

茶
さ

去
こ

�
 と　き  12月２日（土）13:30 ～ 15:30
 ところ  一宮交流センター（三刀屋町給下764）
 講　師  NPO法人 紫の風代表　上

うえ

田
だ

地
ち

優
ひろ

さん
　　　　フリーアナウンサー 　石

いし

原
はら

美
み

和
わ

さん
 内　容  朗読劇・対談
 入場料  無料

【問】雲南市人権センター・雲南市男女共同参画センター
　☎0854-42-1767

海潮温泉神代神楽の夕べ�
　出演：薦沢神楽社中
 と　き  12月９日（土）19:30開場 20:00開演
 ところ  古代鉄歌謡館
 入場料  高校生以上500円、中学生以下200円

【問】古代鉄歌謡館　☎0854-43-6568

チェリヴァシアター

それいけ！アンパンマン
　ブルブルの宝探し大冒険�
 と　き  12月23日（土）①10:00 ～ ②14:00 ～
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（２階ホール）
 入場料  ファミリー 1,500円（会員限定・前売のみ）、

一般1,300円、会員1,000円、シニア・小
中高500円 ※当日各200円増　※未就学児無料

※無料託児サービス有（要予約／ 12月18日（月）締切）

【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

2017�ヒューマンライツ・クリスマスコンサート�
心温まるクリスマスソング演奏を聴きながら、お互い
を尊重しあえるきもち「人権」について考えてみませ
んか。心を奏でるひとときをお楽しみください。
 と　き  12月16日（土）13:00開場 13:30開演
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（大ホール）
 内　容  クリスマスソング演奏
　　　　　　　島根県警察音楽隊　
 木次中学校吹奏楽部との合同演奏
　　　　人権作文の朗読
 人権啓発パネル展、作品展示および即売　など
 入場料  無料
※申込不要　※手話・要約筆記あり　※託児所あり（要事前申込）

【問】雲南市人権センター・雲南市男女共同参画センター
☎0854-42-1767

第23回�フェニックスコンサート�
県内の音楽愛好家が、ラメールの大ホールで日ごろの
練習の成果を発表します♪
 と　き  12月10日（日）9:00 ～ 18:00（予定）
 ところ  加茂文化ホールラメール（大ホール）　
 入場料  無料　

【問】ラメール　☎0854-49-8500

サウンドライブしまね�in�雲南～雲の音祭り～
出演者＆出店者＆スタッフ募集中！�
県内各地で行われるアマチュアミュージシャンの祭典♪
雲南会場の出店者などを募集します。
 と　き  ３月25日（日）13:00 ～ 17:00（予定）
 ところ  加茂文化ホールラメール（ふれあいホール）
 募集内容  出演（ソロ・バンド）、出店、スタッフ（実

行委員・ボランティアスタッフ）

 申込締切  12月10日（日）
※詳しくはラメールホームページをご覧ください。

【問】サウンドライブしまね雲南会場実行委員会
事務局（ラメール内）☎0854-49-8500

チェリヴァホール開館25周年記念
J
ジ ョ ン

ohn�J
ジ ョ ン

ohn�F
フェスティバル

estival�C
ク リ ス マ ス

hristmas�L
ラ イ ブ

ive
チェリヴァホール開館25周年を記念して、アイルラン
ドの音楽を奏でる John John Festival のコンサートと
クリスマスマーケットを開催します。
 と　き  12月17日（日）14:30開場 15:00開演
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール
 ライブ：３階大会議室
 マーケット：１階ロビー（11:00 ～ 14:30）

 入場料  一般前売1,500円、高校生以下前売1,000円
（当日各500円増）、未就学児無料

【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155


